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m　調　査　結　果

一植生図凡例の説明一一

1．現存植生図　Karte　der　realen　Vegetation

　　　　　　　（縮尺！：25000）

　自然がまったく破壊されていない景観が自然景観Naturla磁schaftと呼ばれるのに対し，千葉

市のように人間の影響を受けている景観は文化景観Kulturlandschaftとよばれる。文化景観域

の中でも，植生は無秩序に生育しているのではなく，人間の様々な影響との一定のバランスの上

に空間的ならびに時聞応秩序を保ちながら生育している。

　植生図は局地的または広域的に種構成を基礎に決定された植物群集または植物群落レベルで具

体的に地形図上に位置と広がりとが示されているものである。植生図作製の科学的目的として，

植物社会学，植物生態学の成果の具現の一手法であるとともに生態学一般さらには，地理学や地

形学などの隣接面科学の研究・発展の基礎資料となりうる。同時に，植生図は応用面としていま

まで農林業，牧野改良や自然保護などの基礎として利用されてきた。最：近は，適正な国土開発，

地域開発，ニュータウン建設，都市再活発，産業立地の設定，港湾や高速険道車道建設および周

辺の緑地化や環境保全の基礎資料・具体的提言として植生図は，保護・保全，開発・利用さらに

環境保全のため積極的環境創造・環境管理と深い結びつきがある。今後さらに，自然診断および

立地診断や処方箋として広く利用される方向にある。

　今回の千葉市の植生調査研究にあたっては，まず植生調査を行なうことによって植生の質的把

握が行なわれた。その結果決定された群集および群落単位で，具体的に文化景観を構成している

現存植生を対象に現存植生図が描かれた。現存植生図は，千葉市の自然環境さらに生物共同体の

中で一つの中心を構成している植生の現状診断図である。したがって凡例で示されている群集お

よび群落の質的および量的内容である群落形態，群落区分，群落立地，群落遷移（自然度），群

落分布，群落の保護と利用を理解した上で，その群落の千葉市における生育地と広がりを把握す

ることは，これからの新しい緑の環境保全・管理の基礎とされる。

　行政サイドでは，植物社会学的調査・研究の結果描かれた現存植生図を，単に自然科学的研究

成果として評価するにとどまらず，具体的に千葉市の環境行政の基礎として積極的に理解・利用

されなけれぽならない。

A　自然植生　Na櫨rliche　Vege亡ation

植生はその構成するものが植物であることからわかるように相観が同じであっても常にその構
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成員は消長をくり返しており，生育環境とたがいに関係しあいながら動的均衡を続けている。た

とえば，最近まで耕作が行なわれていた畑作地であっても，耕作をやめ放置されることによって

わずか半年ないし1年後にはヒメジ。オン，ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギクまたはセイタ

カアワダチソウが繁茂する。さらに数年たつと，一時的に高い被度で生育していたムカシヨモギ

属E溝鼠r侃の蝦腰やセイタカアワダチソウがほとんどみられず，ススキやアズマネザサの草原に

なり，つる植物や落葉低木類の植生へと変化していく。このように植物群落は，ある一定の人為

干渉下にある場合には，持続群落として同じ植物群落が生育しているが，耕作放棄など人為的干

渉が変化すると領次植生にも変化がみられる。これが遷移Sukzessionと呼ばれる。しかも遷移

は，進行的または退行的に一定の秩序のもとに動的に変化する遷移系列Sukzessionsserieに

そって行なわれる。二次的進行遷移は入為的干渉をほとんど停止することによって，進行して

ゆき，個々の立地の潜在自然終局群落potentie11漁at哉rliche　SchluBgesellschaft　des　einzel鍛en

Standortes（T廿xen！956）に達する。気候が同じ状態に保たれ，しかも立地が地史的事件であ

る火山爆発，山津波，河川の流域の変化，さらに人為的宅地造成・埋立などの土地改変が与えら

れないという前提条件のもとに，人為的干渉を停止するとき遷移する終局群落・持続群落が自然

植生Nat茸rliche　Vegetationと呼ばれる。

　　　　1）　マサキートベラ群集

E疑onyRho－Pittosporeもu搬　もobirae

　　　　　　　Tab．3，　Fig．8

鑑i年頃彪聾：習志野インターチェンジや八幡岬では東京湾に面した海岸風衝地に群落の高さ6～

10mのマサキートベラ群集が生育する。高さ2～4mでマサキ，トベラ，ヤブツバキ，ピサカキ

が高い植被率で生育し，草本層の植被率は5～10％と低い海岸風衝低木群落である。出現音数は

！4～20種と他の常緑広葉樹林と比較して少ない。

群落の区分と分布：マサキートベラ群集は，ヤブツバキクラス域の海岸風衝低木群落として伊豆

半島以西，屋久島，種子ケ島まで分布するウバメガシートベラ群集，B豊海岸（鈴木時夫　1969）

で報告されたオニヤブソテツー・・マビワ群集，奄美大島や沖縄島（宮脇他　1972，1973）で報告

されたアカテツーハマビワ群集と対応する。マサキートベラ群集の標微種および区分種としてマ

サキ，トベラ，マルバグミ，クPマツ，ヒメユズリハ，オニヤブソテツ，ツワブキが生育する。

マサキートベラ群集の生育域は，関東（大場1968，宮脇他！972），四属（山中1953），若狭湾

（香室，伊藤1965），瀬戸内海（堀川1942，舘脇他1959）などで報皆されている。

　植物社会学的位置

　　Ardisio－Castanopsion　Miyawaki　etal．197！

　　ヤブコウジースダジイ群団

　　CaInellietalia　japonicae　OdaetSumata！966
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　　ヤフツバキオーダー

　　Camellietea　　japonicae　　Nliyaw7ak｛et　Ohba　！963

　　ヤブツバキクラス

群藩g）立地条件：マサキートベラ群集は海からの風をまともに受ける断崖風衝地に成立するマッ

キー状の低木群落。傾斜角度が30Q以上の急斜面で，表層土の発達がみられない砂岩上に多く生

育し，ローム層上での生育地は自然状態ではかぎられている。

群落㊧保護点利尻：スダジイ，タブノキ，シラカシが優占する常緑広葉樹の高木林が生育できな

い立地条件に生育するマサキートベラ群集は，急な傾斜地で表層土もうすいため，一度伐採され

たり，破壊されると復元はむずかしい。マサキートベラ群集を残存生育させることは常緑広葉樹

からなる自然植生による斜面保全効果を示し，また環境保全指標や環境浄化機能として有効とさ

れる。現在進められている海岸埋立て地では臨海側の前線に潜在自然植生がマサキートベラ群集

の生育域とされる。したがって，これらの塊立て地の環境保全林創造のための生きた例としても

残存する林分は評価され，また残存・生育していないところでは積極的に創造させなければなら

なし㌔

ノ

　　四周
　設　　い11“”’ク
　し盤1し’　…〃∫
　μ‘溜

7ノ

3

2

4

ク

彫　5

1

、

3

ホ

6

ユ

診1
　6

庭　　2

ノ＼
1

1

　　　　　　Fig．8　マサキートベラ群集断面模式
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　　　　　　　　　　　　　　2）　ヤブ：コウジースダジイ群集

　　　　　　　　　　　Arδisio－Casta烈opsietu順　sieわ01di五

　　　　　　　　　　　　　　　　Tab，4，　Fig．9，　Phot．！

群落の形態：千葉市内では，東寺山，貞実，茂呂，都町，加曾利，草刈，大宮町，宮崎町など比

較的海岸に近い神社林，寺院林または各屋敷林，台地，段玩の斜面には常緑広葉樹のスダジイの

残存林が単木的または限られた面積でみられる。このスダジイの残存林は，自然植生のヤブコウ

ジースダジイ群集にまとめられる。今回得られた14地点の植生調査資料（Tab。4）からも判断で

きるように，ヤブコウジースダジイ群集の群落構造は，一般に高木第！層，高木第2層，低木層

と草本層の4履の階層からなっている。高木第1層が玉2～25mでスダジイが優占し，高木第2層

以下にも常緑植物のモチノキ，カクレミノ，ヤブニッケイ，アカガシ，シュンラン，ヤブコウジ，

シロダモ，キヅタなどが生育する。高木第1層および高木第2層で常緑植物が広く被っているた

めに低木層および草本層の植被率は低い。特に草本層は植被率50％を越えない。

群落◎区分と分布：ヤブコウジースダジイ群集は，広域的に比較すると特別な群集標微種および

区：分種が生育しないで上級単位の構成種よりなるスダジイ林である（宮脇他1971）。しかし，今

回植生調査資料が得られた千葉市内およびその周辺のスダジイ林は，イノデータブ群集またはシ

ラカシ群集との地域的区分種としてマンリョウ，カクレミノ，モチノキ，シュンラン，アラカシ，

ツルマサキ，トベラ，イヌツゲ，ヤマツツジをあげることができる。

　ヤブコウジースダジィ群集は主として東海地方以西および裂擬本に生育するスダジイの林分が

これにあたる。

　植物社会学的位置

　　Ardislo－Castanopsion　MiyawakietaL1971

　　ヤブコウジースダジイ群団

　　Camellietalia　japonicae　OdaetSumata1966

　　ヤブツバキオーダー

　　C＆mellietea　laponicae　MiyawakietOhba1963

　　ヤブツバキクラス

群落の立地条件：ヤブコウジースダジイ群集は，より内陸側に生育するシラカシ群集と比較して

トベラ，ウバメガシ，マルバシャリンパイ，ツワブキ，モッコクなどを混生することが多い。こ

れらの種群は，海岸性を指標する種群であり，あまり内陸には生育しない。ヤブコウジースダジ

ィ群集は，台地上や斜面の中部から上端にかけての乾燥したあるいは適湿な立地に生育する。湿

潤な立地を指標する種群を多く混生することによって区分されるイノデータブ群集と比較して，

表層土は少なく，ときとしてアカマツ群団の種も混生する。ヤブコウジースダジイ群集は，ヤブ

ツバキクラス域でもあまり内陸には生育せず気候的に寒冷である東海地方以西および裏臼本の臨

海地に生育する。岡時に，関西地方以西でも，表層土が流された二次的林分や，花醐岩⊥の一部
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などにも生育する。

群落㊧懸．と型思：現在まで残存生育するヤブコウジースダジイ群集は，そのほとんどが社寺林，

台地の肩にあたる急傾斜地または屋敷の裏山にかぎられている。宗教的あるいは因習として守ら

れてきた社寺林，屋敷林も，現在では急激な土地利用の再編などにより破壊・消滅の危機に頻し

ている。他の地域と同様に千葉市においても例外ではなく，最後の自然の聖域として十分な保護

がのぞまれる。
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　　　　　Fig．9　ヤブコゥジースダジィ群集断面模式
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蕪鱗
　　　劣難

簸

．打切 霧．

　　　　　P1ユot．！　大畑寺町のヤブコウジースダジイ群集。林床植物を欠く。

HQ壬walddesBa鷲e曲auses蝋dem　Ardisi（）一CastanGpsietum　sieb・）ldiii“Dai葺anll－

cho．1）ie　Bodenvegetation　ist　vernichtet・

　　　　　　　　　　　　　　　　3）　イノデータブ群集

　　　　　　　　　　　Polysticho圃Machileもu恥　thunbergii

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「1、ab．4，1）hot．2

群落㊧形態二大六天神，坂月神社・生実や大厳寺付近には，群落の高さが！4～16mのタブノキ林

が生育する。このタブノキ林は，イノデータブ群集として，4層または5層群落を形成する常緑

広葉樹林である。高木第！層は植被率が70～90％でタブノキが優繁し，高木第2／習以下にもスダ

ジイ，シロダモ，ヤブコウジ，キヅダ，ジャノヒゲ，アカガシ，ネズミモチ，テイカカズラなど

常緑植物が生育する。今回得られた調査資料は墓地周辺でやや自然度が低い林分もあるが，出現

回数21～30種と少ない。一般にイノデータブ群集は，林床にイノデ，ジュゥモンジシダ，リョゥ

メンシダ，ハシゴシダ，ヤマイタチシダなどシダ植物が多い。

群言◎区分堂分布：イノデータブ群集は広域的にヤブッバキクラスの各群集と比較・検討をする

とイノデが群集標徴種および区分種として生育する。今回の調査地では地域的にヤブコウジース

ダジィ群集およびシラカシ群集との区分種としてビナンカズラ，ヤブソテツ，イヌマキ，フユノ

ハナワラビ，タブノキが生育する。イノデータブ群集は，伊豆半島（鈴木，蜂屋1951），三浦半

島（谷目P53他），房総半島（鈴太，和1＝1」1949）など関東地方の臨海域，福島照（吉岡！958），
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こ。野州簸灘
嚢鍵
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～露；灘筑

象多

麟

Phot，2　房総西線に沿った沖積地ではイノデータブ群集が潜在自然植生となる。タ

　　　　　ブノキの残存生育しているものも多くみられる。　（蘇我町陸橋）

　Restbestand　vonル∫αclzピ♂’‘∫‘1L～〃めωgπauf　den　alluvialen　Flachen　entlang　der　Bosonishi．

Eisenbahn，　wo　die　potentiell　natUrllche　Vegetation　zum　P　olysticho．Mach11etum

thunbergii　geh6rt，

兵庫県豊岡・香住（越智1963，1964），越前海岸（香室1966），佐渡（吉岡1964他）・飛島（吉

岡1948），青森県岩崎（吉岡1948他），秋田県由利（加藤・菊池！970）で報告されている。

　関西地方以西では，イノデータブ群集の立地に対応してムサシァブミータブ群集・イチイガシ

群集（現在はミミズバイースダジイ群集の一タイプ）やカゴノキ群集が生育する。

　植物社会学的位置

　　Ardisio－Cast段nopsioll　M三yawakietaL1971

　　ヤブコウジースダジイ群団

　　Camellietalia　jaPonicae　OdaetSumata1966

　　ヤブツバキオーター

　　Camelhetea　laponicae　MiyawakietOhba1963

　　ヤブツバキクラス

群落の立地条件：今翻の5地点の調査資料のようにタブノキ林でも林床にイノデなど羊歯植物が

ほとんど生育しない林分は，東海，四国および東北地方で報告がある。このタブノキ林は・種組成
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的に，イノデを欠くがイノデータブ群集の乾燥型と考えられる。千葉市のタブノキ林域は砂層ま

たはローム層であるために透水性の良い立地になっている傾向がある。イノデータブ群集の生育

域は，ヤブコウジースダジイ群集とほぼ同じ臨海域で，ヤブコウジースダジイ群集が台地上，丘陵

上や斜面中部以上の乾燥した：立地から適性立地上で土壌もそれほど厚くないのに対し，イノデー

タブ群集は沖積地や斜面下端付近で土壌の厚い湿潤な立地に生育する。イノデータブ群集のもっ

とも発達した林分では，高木第1層にタブノキが高い植被率で生育し，戸内湿度も高く保たれる。

したがって，ビナンカズラ，イタビカズラなど常緑のツル植物が羊歯植物とともに多く生育する。

群落璽理学と陸墨：潜在自然植生がイノデータブ群集の生育域は最も早くから開け，古くからの

住宅域または畑耕作地である。千葉市の旧市街もイノデータブ群集域である。植物の生育の適地

でもあるイノデータブ群集域では，今まで並木植栽，公園の植栽，夢人の宅地等の限られた緑し

か残存，生育していない。しかし，人々が最も集中して生活する地域である。イノデータブ群集

域は，残存林は十分に保護すると同時に，比較的薄い表層土の還元によって環境保全のための植

生復元が容易であり，本格的な環境保全林の創造が最も必要とされるところでもある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　4）　シラカシ群集

　　　　　　　　　　　　　Q疑ercetum　myrs圭naefol圭ae

　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．5，　Fig．10，　Phot．3

群落Ω形態：千葉市の西部は東京湾に面しており，スダジイやタブノキの多く生育する地域とな

っているのに対し，西部の内陸側では誉田，大金沢など関東ロームが2～6mも堆積している台

地上にはシラカシ林の生育が多くみられる。このシラカシ林は，群落の高さ！5～20m内外でシラ

カシまたはケヤキが高木第1層に優占する。高木第2屡以下に常緑植物のシロダモ，ジャノヒゲ，

キヅタ，シュロ，アオキ，ピサカキ，ヤブツバキなどを中心に，一部夏緑広葉樹のサンショウ，

ガマズミ，ハナイカダ，ウワミズザクラ，サワフタギなども混生する。出現種数はシラカシが優

占する林分（シラカシ群集典型亜群集）が34～38種目，ケヤキが優占する林分（シラカシ群集ケ

ヤキ亜群集）26～48種である。植被率は高木第1層が70％以上であるために，シラカシが優賊す

る林分にあっては高木第2層が疎になっており・一方ケヤキが優占する林分にあっては高木第2

層がシラカシ以上にケヤキが密に生育している。ケヤキが優屯しているケヤキ亜群集の立地は斜

面下部などの土壌の深い，やや湿潤で寵養地が多い。

見落の区分之頒＝房総半島の内陸台地上に生育するシカラシ林およびシラヵシーヶヤキ林は，

シラカシ，サンショウ，ナンテン，チャノキ・ガマズミ，ハナイカダ，コブシ，ウワミズザクラ，

サワフタギを群集の標徴種あるいは区分種とするシラカシ群集にまとめられる。シラカシ群集は

東北地方中南部（吉岡1954，1956），関東地方各地（宮脇・大場1965他）で報告がある。シラ

カシの優序する林分は関東地方を中心にρ一ム聖上の黒ボク土壌に被われた台地上に多くみられ，

1965年に宮脇・大場によってシラカシ群集が報告された。しかし，関西地方の河岸段丘や扇状地

で直径Im内外の岩石が散在するところにもシラカシの優乱する林分が紀伊半島や兵庫県（宮脇
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　　　Phot．3　シラカシ群集ケヤキ1亜群集。古い農家の屋敷林として残されている。

　AlterBauernhofwaldm三tder　Subass．　von　Zelkova　serrata　des　Quercetum

　myrs圭naefoiiae

他未発表資料）などでみられる。

　シラカシ群集にまとめられた今［．1の植生調査資料は，先駆相，典型亜群集とケヤキ亜群集に下

位区分された。先駆相は，残存面積が少なかったり，人為的干渉等により林床が荒れていたりし

て，出現種数が24～31種と少ない林分である。典型亜群集は台地上の平坦地を中心にやや乾燥し

た立地から懇懇立地に生育する。ケヤキ亜群集は，亜群集区分種としてイヌワラビ，ホウチャク

ソウ，ドクダミ，ムクノキ，エノキ，キチジョウソウ，アマチャゾル，ケヤキが生育する。区分

種のいずれもが適湿から湿潤な立地に生育することからも判断できるように，台地斜面中部以下

や沖積地上に多く生育する。創、；は直接資料は待られなかったが，シラカシ群集モミ亜群集にあ

たる林分としてモミ，アカマツ，アセビ，リョウブ，ヤマツツジなどが多く生育するシラカシ林

がみられる。落井ではモミの大木が残存生育している。関東ロームがほとんどない立地の潜在自

然植生としてはモミ亜群集の生育域が妥当と考えられる。

　植物社会学的位概

　　Ardlsio－Castanopsion　MiyawakietaL！g7！

　　ヤブコウジースダジイ群団

　　Camellietalia　laponicae　OdaetSumata1966

　　ヤブツバキオーダー



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3エ

　　Camelhetea　japoDicae　MiyawakietOhba1963

　　ヤブッバキクラス

群落の立地条件：宮脇・大場（1965）によって規定されたシラカシ群集は，関東地方から東北地

方南東部にかけての海抜450～550m以下で関東ローム二上を中心とするシラカシまたはケヤキの

優回する常緑広葉樹林である。関東地方の海抜400m以上でローム層を欠いた急傾斜地，岩レキ

地などではウラジロガシ，アカガシ，アラカシ，モミノキの林相（モミーシキミ群集他）を示し，

海抜50m以下の沿海地ではスダジイ林やタブノキ林（ヤブコウジースダジイ群樂，イノデータブ

群集他）となる。

　シラカシ群集は，下位単位として広域的に典型臣群集，ケヤキ亜群集とモミ亜群集に区分され

る。典型頭群集は，適湿からやや乾燥した立地条件で生育するシラカシ林である。台地上に屋敷

林，防風林として単木的または限られた幅で残存林を多くみることができる。ケヤキ亜群集は，

緑嘉 〆
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づ

4

斜懸燃
ゆ 、

論2面翻　（鼎禽

遣、ノ

罐ら c’

！易
∋

令

567

　　11123361314　　10

R6　8　3　9　3

31015・1617310

2341
P

　　　　　　Fig．10　シラカシ群集断面模式
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沿海部のイノデータブ群集と同じように湿潤な沖積層上や台地の中部以下に生育するケヤキ林ま

たはケヤキーシラカシ林である。ケヤキ亜群集域は，モウソウチク林として利用されているとこ

ろが多い。最も湿潤なところではムクノキ，エノキ，ケヤキ，イヌシデなど夏緑広葉樹林の構成

種もみられ，今後検討の余地が残されている。モミ亜群集は，千葉市の場合関東ローム層が厚い

ため残存林はみられず，潜在自然植生で示されるモミ亜群集域はシラカシ群集でも水分供給が最：

も悪く，自生のアカマツをみるような乾燥した台地の肩の部分，整地等によりローム層をほとん

ど欠く台地上にかぎられる。さらに高海抜地や母岩が露出しているところではウラジロガシ群落

やモミーシキミ群集が生育する。

群落◎傷護と利畢：シラカシ群集の優占するケヤキとシラカシを中心に低太層に常緑のピサカキ，

クチナシ，サザンカ，マサキ，アオキなどを配した屋敷林が下総台地上に散在する古い各集落に

みられる。シラカシ，ケヤキなどを利用した屋敷林は，関東ローム層が吹き上げる砂塵と冬に吹

きぬけるくくからつ風”を防ぐため自然植生を残存または，復元して利用してきたと考えられる。

今後計画されるシラカシ群集域の新しい住宅域の設定にあたっては，これらの点を留意し，自然

生および半自然植生を主とした環境保全が必要とされる。

　　　　　　　　　　　　　　　5）　コムラサキーハンノキ群落

　　　　　　　　　　0απεcα甲αdεc1Lo如πα・ゑZπ況sノαρoηεcα・Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．6，　Fig．11

群落型態：現在水田耕作地，休耕田，放棄水田の原植生であり，潜在自然植生でもあるハンノ

キ林は，千葉市に隣接する茂原の低湿地にみられる。このハンノキ林は，高さ6～8mで高木層

／杖、
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　　　　　Fig．11　コムラサキーハンノキ群落断面模式
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Tab．6　CαZ々αげρα

Nr．　d．　Aufnahme＝

Dat．　d，　Aufnahme（1972）：

Exposit圭on　und　Neigung（。／）

Gr6Be　d。　Probef猿che（m2）：

H6he　d．　Baumschicht；

Decl（ung　d．　Baumschicht：

H6he　d．　Strauchschicht：

Deckung　d．　Strauchschicht；

H6he　d．王（rautschich之；

Deckung己Krautsch董cht：

Artenzah1；

Trennarten　d．　Ge．sel豆schaft：

4∫6ん0孟0刀3α一AZ7ZZ‘5

コムラサキ一周ンノキ群落

　　　　　　　　　調査番号
　　　　　　　　　調　・釜釜　月　　日

ノα／）07z　f　6α一Gesellschaft

方．位と傾斜

調査面積
高本層の高さ
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　ド　　コ

尚　　　　　　挙

低木層の高さ
低声く／軽枢〔：被率

］摯：オく撰1の高さ

〕攣1ズく1鰻右慮被率

出　現種数

1

K
28

L．

50

8

70

2

70

0．6

40

31

2

朕

28

L．

80

6

60

3

40

0．5

60
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1，0‘〃ガz1‘～6ご‘刀～〃。∫αvar．！α‘ノロ～5カr・ツカS一÷，五1♂‘～8‘zg〃～で39♂αゐ几τツノレグミ　S一十，∬∫05‘‘τα〃♪o・〃～α19’〃α‘α

コバギボウシK一十，5ノ〃～Zα．τ疏～ノ～αサノレトリイバラK一÷，ノ1’τ薦～αノ妙。痂碩ヤブコウジK一十，E妙1zω演α

力戦～〃8〃5おタカトウダイK一十，1㍗〃ガzθ〃06～∬〃∫ρゴα‘ψ1‘～【～齢ツタK一十，R～め～∬ρα測ケ∂Z々∬ナワシロイチ

ゴK一÷，5α〃9’‘お01「ゐμo〃撫～〃α〃∫ワレモコウK一十．

Fundorte調査地：Mobara－Moor茂原湿1彗1

にハンノキが高い植被率で生育する。高さ2凱前後の低木層にはコムラサキ，ハンノキ，イボタ

ノキ，カマツカなど夏緑広葉低木類と大形草本植物のヨシが生育する。植被率40～60％，高さ

60cm以下の草本層にはススキとアシボソが高被度で生育する。

群落の区分と分声＝このハンノキ林は，ハンノキ，アシボソ，シロネ，イボタノキ，コムラサ

キ，クマヤナギ，タムラソウを区分種としてコムラサキーハンノキ群落にまとめられる。ハンノ

キ林は九州から北海道まで，河川流域の沖積地，谷あい，湖沼など泥炭粘土が深く堆雁1｛した低湿

地に自生する。ことに葉北地方北部や北海道にその残存林がみられる。しかし，関東地方以西に

残存生育するハンノキ林は少ない。湿地として積極的に保護されているところを除いてほとんど

が水繊として耕作されつくし，イネを干す亡《はさ木”，谷津絹の放棄水田付近に生育する低木，水

路等にそって野木的に生育するものなどに限られる。かつての生育域は広い面積を占めていた。

群落の立地珊珊：今回の謬ll査でみられたハンノキ林は茂原のみであり，単二的にも高木まで生育

したものは千葉市で蘇我睦橋付近にとどまる。降雨時に湛水するような地下水位の高い立地に生

育するコムラサキーハンノキ群落は，排水，通気性が悪く厚い粘土層上に腐植質が堆積している。

この厳しい極端な立地条件下では，生育できる植物の種類は限られ，ヤブツバキクラス域で特異

の夏緑広葉樹林を形成する。

群落．Q保護二四絹：コムラサキーハンノキ群落の生育域は，古くから稲作が奨励されたこともあ

って水Liilとして開墾，耕作されつくしてきた。したがってハンノキ残存林分があれば貴重な林分

といえる。コムラサキーハンノキ群落の現存生育域および潜在自然植生がコムラサキーハンノキ

群落域は，三二質の堆積がある低湿地であるため水田耕作地として利用されてきた。耕作面積が

縮少，都市化とともに盛：｛二，整地を行ない宅地，各種の用地として利用される傾向がある。コム

ラサキーハンノキ群落域の立地改変を行った後でも，流水の集積地，地下水泣の高いところとし

ての傾向が残る点が留意されなければならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　6）　カサスゲ群集

　　　　　　　　　　　　　　　Caricetu瓢disρalaもae

群落彦）形悪：植生の高さ！m前後でカサスゲが高い植被率で優占する単厨群落。構成種はカサス

ゲのほかにヨシ，ウマスゲ，ミゾソバなどが生育する。

群落の区分ζ分布：カサスゲ群集は群集標徴種としてカサスゲが生育する。現在まで利根川，荒

川（M気yawaki　u．　Okuda　l972），若葉台（横浜市）（宮脇，大野！971）など関東地方の河辺の沖
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積地上の植生として報告がある。

　植物社会学的位躍

　　Phragmitetea　R．Tx．etPrsg．1942

　　ヨシクラス

群落り立地条件：カサスゲ群集は河川後背低地などのように堆積した粘土質の多い肥沃な低湿地

に生育する。水深1～10cmでわずかに流水のあるところで，スゲ属Cαr6κの強い根系とかた

い葉がフェルト状に堆積している。

群落f～．保護之．利用：カサスゲ群集の生育地は低湿地であるため，そのほとんどが，水田として耕

作利用されてきた。したがって休耕li日，放棄水田で流水をともなうところではカサスゲ群集の復

元，生育をみることができる。カサスゲ群集の立地で宅地等の積極的土地利用を行なうために

は，盛ニヒ等の立地改変を行なわなければならない。

B　代償植生　Ersa加gesellschaf£en

　代償植生Hrsatzgesellschaftenとは人為的な干渉によって，それぞれの立地固有の自然植生が

破壊された跡に生ずる入為植生をいう（T甑eD！956，　SchmithUsen工960）。

　さまざまな人為的干渉によって自然植生が破壊されたあとに，入為的干渉の程度と立地条件と

がつりあった形で生育しているその立地本来の自然植生の遣き変え群落が代償植生である。

　他の文化景観域と早上に，千葉市に生育する植生の大都分が，一定の営為的干渉と立地条件と

がつりあった形で生育している持続群落としての代償植生である。

　　　　　　　　　　　　　　　ア）　クヌギー調ナラ群集

　　　　　　　　　　　Querceもu即ac縫tissim伽serratae

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．7，　Fig。！2

群落1塑鰺態：千葉市東蔀の洪積台地上を中心に杢k育する群落で高さ10m蔚後のクリ，コナラ，イ

ヌシデ，クヌギなどの夏緑広葉樹林。自然植生の常緑広葉樹林の伐採あとに生育する二次林で，

薪炭林として定期的に伐採されたりしたため株立ち・そう生する夏緑広葉樹の高木が80％以上の

高い植被度で生育する。3～6mの高さのカマツカ，ムラサキシキブ，ガマズミ，サワフタギ，

コマユミ，ヤマウコギなど夏緑の低木類が林内に多く生育し，林床の草本罵にはアズマネザサ，

コチヂミザサ，ヒカゲスゲ，シラヤマギク，サルトリイバラなどススキ草原との共通種，マント

群落を構成するつる楠物が生育する。また，ヤブツバキクラスの構成種の常緑植物のキヅタ，ジ

ャノヒゲ，シュンラン，ピサカキなどが低木層と草本層にわずかに生育する。出現種数は30～60

種と幅がある。

群落の区分．と分．布：ヤマコウバシ，コブシ，ホソバヒカゲスゲ，シラカシ，ゴンズイ，ヤマハン

ノキ，クヌギを標準種および区分種とするクヌギーコナラ群集にまとめられる。関菓地方のヤブ

ツバキクラス域に生育する高木の二次林ぱ，現在までクヌギーコナラ群集とオニシバリーコナラ
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群集がみとめられている。クヌギーコナラ群集は，その主な生育地としてシラカシ群集を潜在自

然植生とするカシ林域で生育し，イノデータブ群集，ヤブコウジースダジイ群集，ホソバカナワ

ラビースダジィ群集などを潜在自然植生とする海洋性のシイ一斗ブ林域ではオニシバリーコナラ

群集が生育する。クヌギーコナラ群集は関東地方の各地で生育する二次林として報告されている

（宮脇他1967，’68，’69，’70，’71，’72，’73）。房総半島西部の千葉市の二次林として，オニシ

バリーコナラ群集の生育が予測されたが，関東ローム層に厚く被われている台地上および，その

飛砂が堆積した沖積地から得られた資料では，オニシバリーコナラ群集はみられず，クヌギーコ

ナラ群集のみであった。

　クヌギーコナラ群集は，イヌワラビ，ヤマグワ，アオキ，タブノキ，エノキ，シケシダを区分

種とするイヌワラビ亜群集とそれらの種馬の生育しない典型亜群集に下位区分される。イヌワラ

ビ亜群集には，イヌシデが優産していることも多く，亜群集区分種はいずれも湿潤な立地を指標

するものである。典型璽群集は，10m以下の群落高をなす比較的若い二次林および乾燥した立地

に生育する。イヌワラビ亜群集および典型亜群集は，それぞれが二次的進行遷移系列として前段

階の草原の構成種でもあるケチヂミザサ，ホンモンジスゲ，トボシガラ，ヤマグワ，ウグイスカ

グラによってホンモンジスゲ変群集とそれらの種が生育しない典型変群集に区分される。

　植物社会学的位竃

　　Carpinio－Quercionserratae　Miy縦wakietaL1971

　　イヌシデーコナラ群団

　　Quercetalia　serrato－grosseserratae　MiyawakietaL！971

　　コナラーミスナラオータ一

幅落Q濯移：クヌギーコナラ群集は，関菓地方のシラカシ群集を潜在自然植生とする地域を中心

に生育する代償植生である。コナラの自然林はヤブッパキクラス域上部からブナクラス域下部に

かけての河辺の沖積地や崩壊性で岩レキの散在する不安定斜面などに見られる（宮脇・鈴木1973）。

ヤブッバキクラス域の常緑広葉樹の自然林が伐採された後などに二次林としてコナラ林が生育す

ると考えられる。関東地方に生育するコナラ林は，その大部分がクヌギーコナラ群集であるが，

！0数年前までは薪炭林として10～15年に11剣伐採されることによって形成され，持続してきた。

最近は化石燃料の利用や胴材としての価値の低下や都市化とともに，クヌギーコナラ群集の生育

域は減少している。放覆されているクヌギーコナラ群集の林分の中には順次，自然植生の梅成種

が侵入生育し，常緑広葉樹林へと移行する。

群落の立地条件：クヌギーコナラ群集は，潜在自然植生がシラカシ群集域を中心とする関東ロー

ム層上に生育する二次林である。10～15年に一度伐採することによって持続群落となる。

群蓋㊧保護点利用：植生の保護というと，従来は自然植生またはその残存高木を中心にされてき

た。しかし千葉市のような都市において宅地開発が大規模に行なわれ発展しているところにあっ

ては，今まで千葉市周辺にもっともありふれ，市民が無意識のうちに接してきたクヌギ，コナラ
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のこ次林やスギ，アカマツなどの植林を急速に破壊しつくしてきている。木材利用のため経済的

評価が与えられてきた植林，薪炭林として利用されたり放置され生育した二次林は，我が国の田

園景観を形成する重要な要素であると同時に，緑のフィルターとして，飛砂防止：，空気の浄化，

防音効果など多様な環境保全機能を果し，健全な人間の生存環境を保証し，指標してきた。生き

た緑として実質的に多様で総合的に機能してきたクヌギ，コナラ，イヌシデなどの二次林は，薪

炭林として利用価値が低くなった現在，積極的に保護されないと急速に減少しつづける。

・1 癬 蟹 ノ

1

倫　　　　　〆 ノ
夢 鮪ち

ユ　2 3　42562　78　9104　2　5112512513141
　　　　　　Fig・12　クヌギーコナラ群集断面模式
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群落Q形態：スギ，ヒノキ，サワラの人工林，造林地。植栽後数年はススキやササ類の優占植分

もみられるが，一般に植栽されたスギ，ヒノキなどの常緑針葉樹が優占する。植栽後の年数と下

草刈りや入の侵入といった人為的干渉，管理の程度に応じ「二次植生の構成種一←植栽樹」の形の

林分を形成する。

錯聴璽区分：植栽されたスギ・ヒノキ，サワラによって埴生図に区：分される。

植栽樹の特徴と分布

　スギ：El本特産植物のスギは常緑の針葉樹で樹幹が直立し，通常高さ30mにも達する。用材と

して広く用いられているため，植栽爾積も広い。スギは屋久島以北で本州全土に広くみられる。
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スギは適三生ではあるがやや湿潤な土地にも広く生育し，極端な場台には湿原の周辺にもみられ

る。E体産の樹種中最も利用度の高い有用樹木であるスギは，千葉市内でもほぼ全域にわたって

植栽されている。アカマツとともに人工林の中では，最も広い面積を占めており，とくに谷部や

適新地に多く植えられている。

　ヒノキ：スギと同じ日本特産の常緑の針葉樹であるヒノキは，屋久島以北で福島県の赤井岳ま

で生育する。ヒノキの生育高度限界は長野県の燕岳の2，200m付近が最高とされる。千葉市内に

生育するヒノキはスギとともにすべて植栽されたものであり，ヒノキはスギ植林の周辺に小面積

ずつ植林されているか，スギと混植されている程度にとどまる。

群落Q保護と利用1有用樹種のスギ，ヒノキの植林地は30～40年のサイクルで植栽と伐採をくり

返す。千葉市においては，高木林が少なく環境保全にも実質的機能を果してきた。しかし，その

評価は低く減少の傾向を示す。社叢林，神社林として生育するスギ，ヒノキの大木も単木彫に残

すだけでなく，それらの樹太を中心に常緑の自然植生の構成種を高木第2層以下に残す，あるい

は植栽して多層群落を形成させることがより安定し多様に機能する安定群落といえる。その実例

は各地の社叢林，寺院林などに見られる。
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　　　　　　　　　　　　　　　9）　アカマツ・クロマツ植林

　　　　　　　　　　　　Pごππ8dθπs渕orα，　P∫π配s　f伽π6θrgだ・Forst

　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．9，　F三婆．／4，　Phoむ4

群落マ）形懲：千葉市内にみられるアカマツ，クロマツは，大きく3つに区分される。海岸付近の

断崖のマサキ，トベラ群集でマサキ，トベラ，シャリンバイ，マルバグミなどが2～3mの樹高

でマッキー状の相観を形成し，上層にクロマツが欝欝的に生育する。二次林のクヌギーコナラ群

集などの植分の中にも単襲的に生育するアカマツがある。しかし，大部分は，植栽された人工林

のアカマツ，クロマツ林である。

　アカマツ・クロマツ植林は高木層の樹冠植被率が75～50％とスギ・ヒノキ植林やモウソウチク

林と比較して低く，植栽樹以外の構成種はその立地が許容する二次植生の構成種が多い。比較的

新しい植栽であったり，また，下刈りや枝打ちなど管理が十分ゆきとどいているアカマツ，クロ

マツ植林では，アズマネザサ，ススキ，ナワシロイチゴ，ミツバツチグリ，シラヤマギク，ワラ

ビなどススキ草原の構成種が多くみられ，不十分な管理のアカマツ，クロマツ植林ではガマズミ，

クリ，サワフタギ，フジ，コナラ，イヌシデ，ヤマコウバシ，タラノキ，ヤマグワなど二次林の

構成種が多くみられる。

群落の区分；植栽樹種のクロマツとアカマツによって区：分される。千葉市の北部でクロマツが，
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南部でアカマツが多くみられる傾向がある。北部がより：東京湾の海風を受けるのに対し，南部が

内陸からのからつ風を受けるなどの影響があることも考えられる。

旧記樹㊥特数と分イ厄：アカマツは常緑の針葉樹で樹高30mまで生育する。北海道苫小牧以南で高

山を除きヤブッバキクラス域からブナクラス域に広くみられる。アカマツの優癒する自然林は，

河川の沖積砂礫地，乾燥し水分条件がきびしい花萄岩地，火山周囲の噴出物越積地があげられる。

また，アカマツ林は自然林伐採後などの向陽地に二次林として生育することも多い。千葉市のよ

うに関東ロームが厚く堆積しているところでは，コナラ，クリ，クヌギ，イヌシデなどの夏緑広

葉樹林の二次林となり，アカマツは混生する程度で優幽しない。アカマツの櫨栽は，スギと比較

して，向卜書であれば水分条件が悪くても生育が良いため，台地上や台地斜面中部以上高地や尾

根部に多く行われている。

　クロマツは常緑の針葉樹で樹高30mまでたっする。クロマツ林は本州，四国および九州の低地

・臨海地域にみられる。稲毛のように海岸の砂丘の飛砂防止のためにも多く植栽され，千葉市内

では，潜在自然植生がシラカシ群集の鎌取付近にも植栽されたクロマツの人工林がみられた。し

かし，アカマツよりその植栽面積はせまい。
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群i落璽形態1国鉄鎌取駅の南東部で，台地上を細くえぐる谷津田の端に巾10m内外で細長くクヌ

ギが植栽されている。樹高10mのクヌギが生育している林床にはアズマネザサやチヂミザサが多

くみられる。

群落Ω区分：植栽されたクヌギ一種が優秘する高木林。

値麹彰璽特壼致と分布：クヌギは関東地方以北のコナラ，クリ，イヌシデなどを主とする夏緑広葉

樹林に多く生育する。深根性でやや湿潤から適潤肥沃な土壌の深い平坦地，谷あい，河辺ぞいな

どで生育がよく，かつては用材とくに薪炭林としてクヌギが植栽されてきた。現在は，薪炭林の

利用がへり，二次林面積も開発，土地の改変により滅少しており，クヌギ植林もほとんどみられ

なくなった。

　　　　　　　　　　　　　　　　1D　モウソウチク林

　　　　　　　　　　Pん〃π08‘αcん〃8hθ∫θroc汐dαvar．、ρπδεscθπ8・Bestand

　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab，10，　Phot．5

群落Q形態：モウソウチクは一度櫃賦すると地下茎を延ばし，春に芽を出す。いわゆる筍は2～3

ケ月で10m前後まで生育し，その後ほとんど生長しない。モウソウチクは生長が早く，高い植被

率の林分を形成するために，林内気候の恒常性が保たれやすい。またモウソウチク林の生育適地

は，土壌の厚いやや湿性な立地であり，適潤・肥沃地を指標するドクダミ，ミズヒキ，イヌワラ

ビ，ホウチャクソウ，エノキ，ムクノキ，ケヤキなどと，その立地が支え得る潜在自然植生の構

成種であるシュロ，キヅタ，ジャノヒゲ，アオキ，ヤブコウジ，ヤブラン，チャノキ，シロダモ，

アラカシ，シラカシ，スダジイ，マンリョウなどが生育する。

群潅璽区分：植栽された，あるいは二次的に生育してきたモウソウチクによって区分される。千

葉市内には，マダケ林，モウソウチターマダケ林もあり，植生図では同一凡例で示された。

領越吟興特牛と分壷：マダケ属砺♂Zo∫耽勿5の一種で，日本で一番大きくなる竹で，鹿児島，

和歌山では直径25cm，高さ25mにたつするものがある。北は函館など北海道渡島半島から日本

各地にみられるモウソウチクは，約340年前に中国から鹿児島に伝えられたものである。モウソ

ウチク林の大部分はヤブツバキクラス域の風当りの少ない排水の良い肥沃地に生育する。したが

って自然植生が破壊されつくした地域では，ヤブッバキクラス域であることの指標としても有効

である。肥沃で林地が高い植被率を示すためにモウソウチクと混生する他の植物は，二次的可分

の構成種と同時に，潜在自然植生の構成種が多く，潜在自然植生の判定にも有効である。モウソ

ウチクは，屋敷の裏，台地斜面の下端，谷津田の末端などに多くみられる，筍は食用とし，軟く

肉が厚い材質のため稗は家具類，床柱，その他竹細工なと用途は広い。

　　　　　　　　　　　　　　12）アズマネザサーススキ群集

　　　　　　　　Aru烈di裁ario　ch呈no．M圭scant薮etum　siRens量s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．1！｝］E）hot．7

群落の形態：千葉市内には各所にススキ草原やアズマネザサの華原がみられる。多年生草本植物
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を主な構成種とするこのススキ草原やアズマネザサの草原は，向然植生が伐採されたのちや定期

的刈り取りが行なわれているところに生育する二次草原である。群落の高さは2mをこえること

が少なく，出現種数25～45種前後で，粗放的管理下でも存続する持続性の高い植分で，富養地で

あれば出現種数はさらに増加する。群落構造は，ススキとアズマネザサが草丈1～2mで草本第
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1層を高い植被率で優占し，1m以下にキク科植物などが草本第2層を形成する。草本第！層が

優占するにともなって草本第2層の出現種数・植被率が低くなる。定期的刈り取りが行なわれる

にともなって群落の高さが低くなり多年生草本植物からなる単層群落に移行する。

群落璽区分．と分庵：ススキ草原やササ草原は全：国各地に広がっている。これらの草原植生を種組

成的に比較して植物社会学的群落区分を行なうと，ヤブツバキクラス域全域にネザサ，ハコネダ

ケ，アズマネザサなどメダケ属．酢瑚4翫ωゾαが特徴的に生育する群落単籠がみとめられている

（宮脇！967）。千葉市に生育するススキ革原はアズマネザサの草原とともに，残存面積が少なかっ

たり，不定期な人為的干渉にあって持続性を欠いたりして種組成的に不安定である。しかし，ア

ズマネザサを群集標徴種とし，トダシバ，オトコヨモギ，ノイバラ，ワラビ，ヌスビトハギを群

集区分種として生育することによリアズマネザサーススキ群集にまとめられる。アズマネザサー

ススキ群集は，すでに，関東地方各地，東北南部で報告さ勲ており（宮脇！970他），フォッサ・

マグナ帯の箱根などではハコネダケーススキ群落や東海地方酉鶴，関蔭地方以西のネザサースス

キ群集と同位群落と考えられる。今園の調査資料の整理，比較検討を行なった結果ワレモコウ，

タチフウロ，アキカラマツ，ヤマハギ，ノハラアザミ，リュウノウギク，イブキボゥフゥ，リン

ドウ，タヵトゥダィ，ナワシロイチゴ，フジを区分種とするタチフウロ亜群集とそれらの種群が

生育しない典型亜群集に区分される。タチフウロ1臣群集は千葉市東南部で比較的乾いた立地のア

ヵマッ植林2～3目年の植分についての植生調査資料であり，生育面積も比較的広い。アズマネ

ザサーススキ群集は，ノアザミ，ノコンギク，ネコハギ，コマツナギ，ミツバツチグリ，アキノ

キリンソウ，ナンテンハギとフキが生育することによってこれらの種芋を標三種または区分種と

して下記の上級単位にまとめられる。

　植物社会学的位置

　　Miscanthion　Suz。・Tolく，etAbe1959

　　ススキ群団

　　Miscanthetalia　sinensis　MiyawakietOhba1970

　　ススキオーダー

　　Miscanthetea　siaensis　MiyawakietOhba1970

　　ススキクラス

群落㊧輩移＝潜在自然植生がヤブコウジースダジイ群集，イノデータブ群集，シラカシ群集など

ヤブッバキクラスの常緑広葉樹林の伐採後地に生育する二次草原がアズマネザサーススキ群集で

ある。アズマネザサーススキ群集は，伐採直後に生育するベニバナボロギクーダンドボロギク群

集の次の遷移段階で，年1図程度の刈り取りで持続する。放遣することによってクヌギーコナラ

群集などの夏緑広葉樹の二次林に遷移する。

歯面璽立地条登：千葉市内に生育するススキ草原やアズマネザサの草原は・採草地として利用さ

れているところは少なく，遷移段畑の一途中相として生育している。過湿地でハンノキが生育す
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るような極端な立地をのぞいた広い生育地にススキが生育し，やや安定するとアズマネザサを混

生する。アズマネザサーススキ群集は，一般に乾生貧養地とむすびつくススキ群団の構成種を多

く欠き，好窒素生のヨモギクラスの種が多く見られる。アズマネザサーススキ群集は，細かな立

地条件の差異と入為的干渉の程度に窓じて下位区分される。

艦落の保護と利用：アズマネザサーススキ群集にまとめられているいわゆるススキ草原やアズマ

ネザサ草原は，多年生草本植物群落である。放置することによって工次林のクヌギーコナラ群集

の構成種や，自然植生の構成種である一部の常緑植物が容易に混生する。したがって，今後外来

牧草の画一的なノリ面緑化，急速緑化だけでなく，郷土種からなるアズマネザサーススキ群集の

構成種を主体にしたノリ面緑化，安定した緑化がのぞまれている。現在アズマネザサーススキ群

集の生育域をそのままの闘放植生域として保持するためには，1～3年に1回程度の定期的刈り

とり，または火入れを行う必要がある。

　　　　　　　　　　　　13）ホタルブクロ・ヤマカモジグサ群落

　　　　　　　　σα配Pαπ配ZαPππc毒α毒α一Brαeん〃po｛涜πηε8汐Joαfεcπηz輪Gesellschafも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．1！

旧記IQ気態：道路設置により生じた斜面下端の崖錐には，ホタルブクロ，ヤマカモジグサ，ヤク

シソウ，オニタビラコなどの草本植物群落がみられる。植生の高さ30cm前後で植被率はそれほ

ど高くない。

群落の区分と分布；ホタルブクロ，ヤクシソウ，オニタビラコを区分種としてホタルブクローヤ

マヵモジグサ群落にまとめられる。群落構成種のヤクシソウ，オニタビラコ，ヒメジョオンなどシ

ロザクラスの構成種の生育もあるが，ノアザミ，リュウノワギク，リンドウ，ノコンギク，ネコハギ，

ナンテンハギ，フキ，コマツナギなどが生育するススキクラスの多年生草本植物群落とされる。

　植物社会学的位置

　　Miscanthetalia　sinensis　MiyawakietOhba1970

　　ススキオーター

　　Miscanthetea　sinensis　MiyawakietOhba1970

　　ススキクラス

群落の遷移：道路のノリ面下端の崖錐は，安定すると養分の流入があり好窒素生のヨモギクラス

の群落が生育するが，たえず土砂の移動があると貧養化し，ホタルブク戸一ヤマカモジグサ群落

の生育するところとなる。

群落の立地条件：自然植生が森林植生であると，放置することによって遷移し木本植物の生育を

みる。草本植物群落が持続するためには，外的要因がたえず働いて太本植物の侵入がゆるされな

い条件下におかなければならない。ホタルブクローヤマカモジグサ群落は，たえず生育地の土砂

が移動するという条件下に持続して生育している。

群盤Ω保謹塑囲：道路ノリ面の緑化というと従来からウィービング・ラブ・グラス，ケンタッ
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キー31・フェスクなど外国麗牧草の画一的吹き付けを行ってきた。しかし，持続性，安定性，健

全な群落発達などの総合効果を期待する際には，ホタルブクローヤマカモジグサ群落で代表され

るような崖錐の植物群落の構成種一郷土種一の使用も検討される必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　14）シ葭ツメクサーシバ群落

　　　　　　　　　　　1▼rεfoεε郡〃z　rεjPθπ8－ZO汐8iα」αPOπεCα一Gesellschaft

群落璽形態：千葉市の鷹の台，袖ヶ浦，本千葉，京葉などのゴルフ場，東京大学検見用総合運動

場，自衛隊下志津駐屯地のグラウンドや臨海工場群の緑化域には広い面積でシバ草地がみられる。

これらシバの群落は，群落の高さが10cm以下で植被率も非常に高い草本植物による単層群落で

ある。

群蒋剣萎分圭塑董：千葉市内に生育するシバ草地は，シバ（z（卿αブψo／z磁），コウライシバ（Z

オ8／Z癬ノb伽）のはりつけが種子散布による人工草地であり，施肥を行なったり，シバの種子とと

もにシロツメクサをも混ぜて散布することが多い。このシバ草地の構成種は，散布されたシバと

シロツメクサが高い植被率で常在度も高く生育する。他の構成種として，スズメノヤリ，スズメ

ノヒエ，オオチドメ，チチコグサ，ミヤコグサなどのシバ草地（シバ群落）共通種の生育も見ら

れるが，シバ群落として持続期間が少ないために常在度が低い。したがって千葉市に生育するシ

バ草地は，シロツメクサーシバ群落としてまとめられる。千葉市のシロツメクサーシバ群落は，

他の地域と比較して種組成的に出現種数が少なく，常在度の高い種がシバとシロツメクサのみで

あるため群集としての独立性に欠ける。現在まで持続群落としてのシバ群落は菅沼1966，伊藤

1973，宮脇！970らによって以下の植物云云学的位羅が考察されている。

　植物社会学的位概

　　Zoysion　laponicae　Suz．一ToketAbeem．Suganuma1970

　　シバ群団

　　Misca簾thetalia　sinensis　MiyawakietOhba1970

　　ススキオーダー

　　Miscanthetea　sinensis　MiyawakietOhba！972

　　ススキクラス

群落Qi鍵：シロツメクサーシバ群落は施肥をともなった播種や芝張りを行なったのち，定期的

刈り取り，頻度の高い踏圧等の管理や人為的な干渉下に生育する持続群落である。人為的千渉が

停止され放置されることによってアキノキリンソウ，シラヤマギク，トダシバ，オカトラノオ，

オミナエシ，ツリガネニンジン，アズマネザサ，ススキなどが侵入してアスマネザサーススキ群

集などのススキ草原に遷移する。一方施肥を行なわず，より頻度の高い踏圧を加えることによっ

てオオバコ，スズメノカタビラなどの路上雑草群落（Trittgesellschaften　Miyawaki　1964）の構

成種が多く生育する。



46

群落の立地条件：浅い駕傭性の長い根系が発達するシバの優占する群落の自生地は，海岸の母岩

が露出していて，海風をまともに受けるような極端な生育立地条件である。本来の生育地でない

人工草地としてシロッメクサーシバ群落が持続群落を成立させるためには，たえず刈り取りなど

の管理が行なわれなければならない。率然生のシバが極端な貧養地に生育するのに対して，シロ

ツメクサーシバ群落は施肥などによる富養地に生育する。

群落ρ保謬と型用：臨海埋立て地やローム帆舟などでは飛砂防止などのためシバやコウライシバ，

シロツメクサなどの播種による緑化が進められている。シバ，コウライシバ，シロツメクサなど

による緑化は，飛砂防止などの点から効果が少なくないが，立地の安定に対応して順次生きた緑

の多層構造を形成する植生による環境保全林形成の方向にむかうことがのぞましい。

　　得）ニワホコリーカゼクサ群集，チカラシバ群落およびミゾカクシー筆下ジシバリ群集

　　Eragros亡et疑m磁u夏tico・ferrugi鷺eae，ノ’θπ泥ε8θfπ〃εα勿θ6π7℃εdθs－Gesellsch雄

　　u滋“Lobelio卿lxeτ呈etul臓　japon韮cae（踏艮亦才直辱勿君羊落：r思riもtgesellschafもen）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．！2

群落ρ形態：千葉市内でも未舗装の道路・農道・学校や公園の敷地は・車輌や人の往来により踏

肥がたえず加わっている。踏跡では出現種数が15種以下と少なく，植生の高さが30c皿以下の低

い踏跡特有の草本植物群落を形成する。主な構成種は農道中央でチカラシバ，カゼクサ，ニワホ

コジなど，水田のアゼ道でミゾカクシ，オオジシバリ，ノチドメなど，学校のグランドや未舗装

の道路でオオバコ，スズメノカタビラなどである。車輌や人の往来がひんぱんで外圧が最も強い

ところは裸地化している。

群落㊧区分．ζ．頒：水田のあぜ道には，オオジシバリ，ノチドメ，ミゾヵクシ，ヘビイチゴを標

微種および区分種とするミゾカクシーオオジシバリ群集がみられる。ミゾカクシーオオジシバリ

群集は，Miyawaki　u．　Okuda（1972）によって多摩川の河辺植生として報告されており，上級単

位はヨメナ，カモジグサなどを翠微種とするカモジグサーギシギシ群団にまとめられる。アゼ道

のような冠水草原の植分がギシギシ群団にまとめられるのに対して，シロツメクサ，ミチヤナギ，

カゼクサを群団標徴種および区分種とするミチヤナギ群國に所属する踏み跡地植物群落がある。

ミチヤナギ群団は水田のあぜ道のように冠水する湿潤地でなく，たえず人の往来によって生育が

制限されている草本植物群落であり，チカラシバ，チドメグサ，ギシギシを区分種とするチカラ

シバ群落とカゼクサを標徴種および区分種とするニワホコリーカゼクサ群集が千葉市でみられた。

ニワホコリーカゼクサ群集は，Miyawaki　1964によって本州，四国，九州で報告されている。本

州の，より湿潤な踏み跡地では，ニワホコリにかわってクサイが生育するクサイーカゼクサ群集

が発達する。

　植物社会学的位遣

　　poIygonion　avicularis　Miyawalくi1964



47

Phot．6　落花生の畑の問の農：道に生育するニワホコリーカセクサ群象。オ

　　　オバコが高い難度てみられる。

Eragr・・しetummult・し・一ferrug・neae　aufemelUFeldweg・w・Schen

den　Ackern　mlt．L’αで／～～～ゐ単・9α6‘1

ミチヤナキ群籍

Agτopyr◎　kamojl－R．umlcion　Japomしae　MlyawakletOkuda1972

カモノクサーキシキシ群団

Plantagmetaha　aslatlcae　Mlyawak11964

オオハコオーター
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Tab。12

　Aufnahmenummer
　Aufnahmenzahl

　Mittlere　Artenzahl

Kennarten（ler　Assoziationl

Eragrostetum江Lultico－ferrugineae，P診7z2zゴ∫θ’z〃zαZρ〆）8αび。ガ485－

Gesel互schaftuD．dLobelio－lxerietum　laponicae（Trittgesellschaf－
ten）

ニワホコリーカゼクサ群集，チカラシバ群落およびミゾカクシーオオジシバリ群
集（踏跡植物群落）

A：Lobello－lxerietum　japonicae　ミゾカクシーオオジシバリ群集
B：ル’ηzf∫8‘z．〃μα♂（ψ6‘z‘ノη∫485－GeseUschaftチカラシバ群落

C：Eragrostetum　multlco．ferrug1neae　カゼクサーニワホコリ群集
　　　i）　Typische　Subassoziation　タ輿型罫互署洋璽蓬

　　　ii）　Subass．　von　Arundinaria　chino　アズマネザサ亜群集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i｛ii・　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝∵｝じ∴1

　五む61ゴ5ノ＠0／Z’（U

　刀y4プ0ω4yZ8〃’αノー露ご〃～α

　Z，oわ（ぜ∫α（ゾz∫ノz61～5ガ5

　エ）zκ／zθ51z6αc1L7二y5απ〃zα

Klennarten　des　Verbandes：

　！短81一ツ0ノ〃6παvar．4齪α≠Z．二5

　ノ～9r畝）η潮脚盈∫1z’ω醐var．オノ研∫めz5

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　P冶1Zπおα盛〃μαZOカεぐ1〃・0ガ4召∫

　〃y4～”0ω妙Z65∫ゐ〃10ノφど0∫♂65

　沢Z〃π6灘ブ妙0ノパαf5

Kennart　d、　Assozi．ation：

　Elrα9／80∫だ∫ノセ1γκ9’～ノ～6α

Ternnarten　d．　Subass；

　丑．‘（『ノUノゴαZOゐα彦α

　y燃μヴb♂～αvar．　Z・ゐα’α

　孟プμ刀ゴ∫～zαプ∠αc1L～刀o

Kenn．u．　Tτennarten　d．　Verbandes：

　Tブびわ読θ〃．ノ層ゆ6〃5

　％砂8ηπ～θμαη沈Z‘ん乙1で

Kennarten　d．　OrdDUD9：

　1）♂απオα90α5～α孟∫‘α

　EZ（～μ5ガπ6∫刀4～（，α

Kennart　d．　Kllasse：

　POαα1〃Zτ‘α

Begleiter：

　エ）∫9琵α7躍’αα‘～∫ごβノz46〃5

　1万9髭αノ”α”！oZα566ノ～5

　εθ孟α1層厩9♂αzκα

　qyμη訪1で・び施〃・∬var．如・妙ハ

　　　才洋琴（A）撰1微種

　　　　オオジシバリ

　　　　ノチドメ

　　　　ミゾカクシ

　　　　ヘビイチゴ

　　　繹三寸i標徴種

　　　　ヨメナ

　　　　カモジグサ

　　　堵洋落⑧1票微種

　　　　　　　　　　　ず　　　　チカラシバ

　　　　チドメグサ

　　　　ギシギシ

　　　1洋集（C＞標徴孝重

　　　　カゼクサ

　　　甫訳柄鱗ミ区二分退嬰

　　　　クズ

　　　　エビツル

　　　　ァズマネザサ

罧創量il票得麦租1およびi．茎分希重

　　　　シロツメクサ

　　　　　ミチヤナギ

　　　オーダー標徴種

　　　　オオバコ

　　　　オヒシバ

　　　クラス標徴鍾

　　　　スズメノカタビラ

　　　随伴種

　　　　メヒシバ

　　　　アキメヒシバ

　　　　キンエノコロ

　　　　　　　　　“　　　　ヒメクク
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　　Plantaginetea　maioris　Tx・etPrsg・1950

　　オオバコクラス

群落の遷移：学校のグランドでは，踏圧が強く裸地化しているところを中心に同心円状に，また

農道など未舗装の道路では往来の最もひんぱんで男装化しているところにそって左右対象的に，

踏圧で代表される制限要因と窒素分の堆積の差異とに応じた植生が生育する。最も夕蝉の強く加

えられるところにはオオバコ，スズメカタピラ，カゼクサ，ニワホコリなどが，限られた巾で地面に

ふした形で生育する。これが，路上植物群落，踏跡群落Trittgesellschaftである。さらに，踏跡群

落の周辺にカモジグサ，ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギク，チガヤ，エノコログサ，ヨモギ，クズ，

ヤブガラシなど草丈1m前後の草本植物群落が路傍雑草群落として生育する。窒素分が多いとカ

ラムシ群落などヨモギクラスの群落が生育する。土壌の発達は厚くなく，やや土砂の移動が続く

傾斜地ではホタルブクローヤマカモジグサ群落，さらに安定してくればアズマネザサーススキ群

集が生育する。このように，たえずふまれるという一定の人間の影響下でのみ存続する踏跡群落

は，人間の影響がやや少なくなるにしたがい植生の高さを増し，一年生草本植物から多年生草本

植物が生育するところになる。空間的に区分される群落の配列は，時間的な遷移系列においても

同じ変化をみせ，アズマネザサーススキ群集さらに二次林のクヌギーコナラ群集へと遷移する。

群盤Ω立地条件：踏跡群落・路上植物群落は，たえずふまれるという一定の人間の影響下でのみ

持続する。地面にふした形で，夏の直射光の照り返し，踏圧等の植物の生育にとってきびしい条

件下にも生育できる，いわゆる生育の適応幅の広い植物群落である。しかし，他の植物との競争

力が弱く，一度草丈の高い植物が生育し上層を被うと，生育できない。

群落．璽保護ζ狸墨：学校のグランドに生育するオオバコ，スズメノタカビラ，メヒシバ，シロツ

メクサなど踏跡群落は，ともすると雑草として積極的に除草し勝地化させてぎた。千葉市では洪

積台地上を中心に関東ローム層によって被われ，吹く風によって起こる飛砂については常に問題

視されてきた。飛砂防止のため，そして生徒，児童が気楽に遊び，またこしかけられる空聞とし

て踏跡群落が利用されうる。踏圧がほとんど加わらないグランドの隅などは除草に変えて草丈を

低くたもつよう刈り取りを行う方が，地表の緑被を破壊しないで持続させ望ましい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　16）カラムシ群落

　　　　　　　　　　　　　．80θゐ7πθrεαπεppoπoπεひθα・Gesel置schaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．13

群落の形態：道路周辺で人の往来がほとんどないところ，ごみ捨て場周辺，河川のやや暴状地な

どには，共通して，ヨモギ，ウシハコベ，ヤエムグラなど過窒素の立地とむすびつく種による草

本植物群落がみられる。丹砂素性植物群落とも言われ，生馬でカラムシが被度・半半5・4と一

顧に被っている植生がみられる。

麹迦区分．と分布：カラムシ群落は，カラムシ，ヤエムグラ，カラスノエンドウ，ヨモギ，ウシ

ハコベ，ノビルが区分種として生育する草本植物群落。
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群麹登．遷移：毎年のように刈り取りを行なうことによって持続しているカラムシ群落，富養地に

生育するために，放置することによって早急に，ヤマハゼ，タラノキ，ヌルデ，サンショウ，イ

ヌザソショウなど複葉低木類や四四植物が生育する。

群落璽立地：カラムシ群落は，アズマネザサーススキ群集などと同じ二次草原であり，河辺ぞい，

谷ぞいの自然林伐採後地などの一時的にでも過窒素な立地に生育する。したがって施肥・耕作を

行なっていた畑の放棄地に生育するヒメムカシヨモギー口髭アレチノギク群落との共通種を多く

もつ。

　　　　　　　　　　　　Tab．13　Bo疏7／zθ万α7zゴ勿）07zαz加εα一Gesellsclユaft

　　　　　　　　　　　　　　　　カラムシ群落
　Nr．　d．　Aufnahme：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　i首芒　番　号

　Datum　d．　Aufnahme（1972）1　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　月　田

　GrdBe　d．　Probe負ache（m2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　i査　面　積

　H6he　d．　Vegetation（m）：　　　　　　　　　　　植生の高さ
　Deckung　d・VegetatiQn（％）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　植　　　被　　　率

　Artenzahl＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　現　種　i数

丁二ennarten　d・Gesellschaft；　　　　　　　　　群落の区分種
　β081｝”躍がα海”》0”01Z加αZ　　　　　　　　　　　　　　　カラムシ

　　G認々〃μゆ飾痂〃μ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤエムグラ

　　▽r廊ぬ説4漉””　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラスノエンドウ

　　A惚疵魚島・ノ’厩β♪∫　　　　　　　　　　　　　ヨモギ
　　3観♂αア’如α卿α如π　　　　　　　　　　　　　　　　　ウシハコベ

ニ：．∴ノ1躍～〃π91τリノガ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノビル

Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　随伴種
　　HOμ頗り，ノ～fαω1ゼごτオα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドクダミ

　　PO’6漉”α！プの’〃∫ω～α　　　　　　　　　　　　　　　　　ミツバツチグリ

　　孟9！’oρ，ワroη‘〃α7でエノα1’．加～〃脚　　　　　　　　　　　　　　　　アオカモジグサ

　　A疏）ηゴμノπノ砥妙。πぬ””　　　　　　　　　　　　　　　　　　イヌワラビ

　　S観1α西α〃躍41α　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハコベ

　　Q〆ご5〃z8π醐瑚読‘Z鷹ぴ罐～‘∫vaLゴ妙。〃1αが　　　　　　　　　チヂミザサ

　　Ro厚〃》α’ノκ薦α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イヌガラシ

　　　　　　1ア）カモガヤ群落（外来牧草播種地）

Dα吻Z‘8σJo脚rα‘α一Gesellschaft（Wiese願批eingef義hrten　Arte薮）

　　　　　　　　　　　　Tab．14

　1
12，Ma呈

　4，8

　0、8

　85

　13

5・4

十・2

　十

　十

　十

　十

2・2

十・2

十・2

　十

　十

　十

　十

群落の．形態：鎌取駅の北側には，小面積ながらカモガヤや種子散布による施肥採草地がみられる。

植生の高さ40cm内外で出現種数3～7種で種子を散布したカモガヤが優帰する竹本植物群落で

ある。

鑑落㊧区分と分布：播種されたカモガヤが優占する草本植物群落で，採草地，牧草地として利用

されている。カモガヤは北米から導入され，全国各地に種子散布による生育がみられる。暖地で

は夏季の暑さに敏感であるが生葉の生産量は多い。

雛落㊧立塩一挙：施肥を行なったり，種子散布のときマメ科のアカツメクサ，シロツメクサを混
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　　　　　　　　　　　　Tab．14　Z）α礎yZおgZoηzθプα’α一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　カモガヤ群落

Aufnahmenummer：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査地番号

Aufnahmezah1：　　　　　　　　　　　調査1丞：数
Mittlere　Artenzahl＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫lz均　種　数

Trennart　d．　Gesellschaft二　　　　　　　　　　　　　　　　群落区分種

　Z）α‘の晦∫gZo〃～8’厩α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カモガヤ

So船tige　Artelr　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他の種

　丁π漁々Z〃μρ1厩6〃∫θ　　　　　　　　　　　　　　　　アカツメクサ

　E頭901ηπα〃ノ躍π3　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメジョオン

　M∠∫oωz孟1～～‘∫∫∠〃8／z5お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ススキ

　乃竜群0〃101認αζ／8砂屠α‘5　　　　　　　　　　　　　　　ハルジオン

　R～”μ0劣0わ融5げ泌ごび　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エゾノギシギシ

　80刀‘1窩50Z8／uoα∬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノゲシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝Kanlatori錆霞王紋　am　12．　Mai．！972．

1

2

4．5

Fundorte　und　Daten調査重也と調査年月i≡i

ぜたりし窒素分の多い富養地に単位面積当りの生産量を上げるべく施された牧草地。

　　　　　　　　　　　　　　18）メヒシバーエノコログサ群落

　　　　　　　　　　1）ερεfαr∫αα｛～8ceπdleπS圏8efαrεαひε｝・εdε8脚Gese至lschaft

25

21

2＋

1÷

1＋

！．｝『

1．イ雫

群落9）形態：千葉港をかこむかたちで延びている臨海工場群の敷地には，一年生草本植物群落が

みられる。建造物周辺，路傍，空地を中心に群落の高さが！m以下の草本植物群落となる。

群落塗）．区分：メヒシバーエノコログサ群落はシロザ，イヌビエ，メヒシバ，オオイヌタデ，イヌ

ホウズキ，エノコログサ，ホソアオゲイトウなど好窒素性一年生草本植物によって区分される。

多くは，臨海の埋立て地にみられる。

群落㊧遷移：塩分が残る海底砂による埋立て地では，ホコガタアカザ，ウラジロアカザなどの塩

沼地植生の構成種のみが生育する。山⊥や塩分を含まない埋立て地では，飛砂など表而の砂や土

の移動がはげしくシロザ，イヌビエ，メヒシバなど優占種が細かな立地条件の差異に応じて生育

する。これがメヒシバーエノコログサ群落であり，やや安定した立地ではヒメムカシヨモギーオ

オアレチノギク群落，ヨモギ群落など草丈がやや高い植物群落が生育する。

群落㊧立地条．性：メヒシバーエノコログサ群落は表薦の土や砂の移動が多く，路傍，建物の湖囲，

空き地などで過窒素分の堆積しやすい立地にみられる先駆植生である。

　　　　　　　　　　　19）ヒメムカシ譲モギーオオアレチノギク群落

　　　　　　　　　β吻θroπcα’zαげθπsεs・・配吻θroπs腐配αオrθ’ε8εs－Geseユlschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tε㌃b，15，Phot，7

群落㊧形態：宅地開発予定などのように人手不足のためなどにより耕作を放棄したり，耕作を休

でいる畑地は，植生の高さ1．2～2．5mのヒメムカシヨモギ，オオアレチノギク，ヒメジョオンな

どが耕作放棄後数年という短い期間だけ一面に被う。セイタカアワダチソウが優占することもあ

るが，種組成的には，ムカシヨモギ属の一年生草本植物ないし越年生草本植物が優占するのとち
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がいが少ない。

群豊㊧区分と分布：日本各地の耕作放棄畑はほぼ同じようにムカシヨモギ属の種が生育すること

によって特徴づけられる。ヒメムカシヨモギ，ヒメジョオン，カタバミ，オオアレチノギク，ツ

ユクサ，ヨモギを区分種としてヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落にまとめられる。

　オオアレチノギクーヒメムカシヨモギ群落は，放棄後の年数が比較的新しく，ホソアオゲイト

ウ，シロザ，イヌタデ，イノコズチ，メヒシバ，コニシキソゥ，アキノノゲシ，ダンドボロギク，

ハコベを区分種とするメヒシバ下位群落と，ススキとセイタカアワダチソウが高い被度で生育し，

ヘクソカズラとともに区分種となるセイタカアワダチソウ下位群落に下．位区分される。メヒシバ

！1巨群集はムカシヨモギ属の種が1～2mで生育する下層に草丈20～30　cmでメヒシバ，ホソァオ

ゲイトウ，シロザなどシロザクラスの種が生育する。セイタカアワダチソウ下位群落は，秋季に

黄色い花が咲き特異な梢観を示すセイタカアワダチソウの生育が特微である。

群盗の遷移：カラスビシャクーニシキソウ群集は，耕作，除草，収穫等を行なうことによって持

続するが，耕作を放棄してユ年もするとヒメムカショモギーオオアレチノギク群落に遷移する。

ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落は，数年でススキ，アズマネザサなどススキ草原（ア

鞭灘

慧　灘

　　　　　　　Phot．7放置されているアズマネザサーススキ群集。

エゴノキ，カマツカなど夏緑広葉樹が混生し，クヌギーコナラ群集への遷移の途中相となっている。

Brachhegendes　Arundinario　chino，Miscanthetum　sinensis，　das　eine
Zwischen・Phase　mit　5らノ’u¢ノ‘ψoノ～’ω，　Poz‘ノ洗’α8α窃〃05αvar．　Zαετ～∫in　der　SukzessioD　zum

Quercetum　acut量ssimo－serratae　darstellt．
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Tab．15　E厚g召ノηπごα7zα廊ノz∫∫∫一E7ゼ8㍑プ。／z　3z〃2zα‘プ81～5∫5・Gesellschaft

　　　　　　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

1：D’9漁1・’αα4508η6♂8／z∫・Untergesellschaftメヒシバ下．位群落

2：30Z∫廊goα屠∬∫〃～α一Untergesellschaftセイタカアワダチソウ下位群落

Nr．　d．　Aufnahme＝

Datum　d．　Aufnahme（！972）：

Gr6Be　d．　Pr・beflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）

Artenzah1：

Trennarten　d．　Gesellschaft：

調査番号
調査月　日

調査面積
植生の高さ
植　　被　　率

出現計数

1

1　2　3
粗V［旺X
24　24　18

25　30　6

20　22　14

85！00　90

25　20　玉．3

2

4　5　6

田珊VI
25　24　28

25　25　9

12　25　20

80　1．00　100

16　11　！0

　Eブ’9θノηノzcαノzα4（ヲπ∫ガ5

　Eプ’961rOπαノ〃～～．‘Zf∫

　0露αZゴ∫‘o，フ～たz‘Zα‘α

　Eプ∫9θノ80／Z∫～〃ノ～砿7・8ノ～∫∫3

　Co〃〃〃8Z身zαcoη3〃3Z〃z∫5

　／1ノ’∫θ〃が5ガαカノゼ〃‘ゆ∫

Trennarten　d．　Unter－Eirlheiten：

　メし刀．α7．㍑π疏κ5ρα‘μ伽∫

　Clz6／zの＞0412．〃πα乃z〃π

　Pδ4ソ9ηノZ～．‘〃匹ZOノ～9∠∫錐〃μ

　孟改y1．Zτπ’ゐ8∫ゴ‘ψ01かごα

　D～8’πα1ゴαα45‘oη48π5

　Eτψん0’ゐ∫α∫～ψ∫πα

　Lαc‘zμ♪αカκ1’ぐα

　E／rθご扉露θ∫ゐ～81’α6ぴb々α

　5’6〃α1一～α〃彦841α

　30原4α90αZ琵∬カ〃α

　ハ4ガ5αημんμ∫∫ガノ．z8〃5∫5

　1セ召（♂召ノマ6Z　5‘〕αノZ4θ1～∫var．〃κ頁プ6∫

Begieiter：

　q理，β〃鐸規∫σノ噂廓1”α

　瓦泥OZでα・乙，だJo∫α

　5セβα1ゴατ∫1ゴζ1∫5

　3詑μα’ゴαα（μα‘～ビα

　Eノ書恕窃ηπカ1認α46砂1zガα‘∫

　P々z8z々α‘（3’フzα‘‘z

群落区分種

　ヒメムカシヨモギ

　ヒメジョオン

　カタバミ

　オオアレチノギク

　ツユクサ

　ヨモギ

下位：群落区分種

　ホソアオゲイトウ

　シロザ

　イヌタデ

　イノコズチ

　　　　　　　メヒシバ

　コニシキソウ

　アキノノゲシ

　ダソ｝ごボロギク

　ノ、＝コへ

i幽●2
i十

…．

一十

●

2・2　・

十　　。

十　　・

・　！。2

1・2十

　　　　ミ
＋＋・2i
l：1；i！

．＋．2i

　　　　i
！．2　。i
　　　　I

1十

…＋

…＋

2・22・2｝・　　・

＋　1・！i・　・

＋　＋　i＋　・

十　十　　1。2。

ii4。43・33。3　　・　　・

　十

　十

　十

1旨十

受認峯カア膨ソウi：

　ヘクソカズラ

随伴種

　カヤツリグサ

　クワクサ

　エノコログサ

　ウシハコベ

　ハルジオン

　カラスビシャク

。

十

十　　・

1・1　。

1。2　・

十　　・

1・2　・

o

●

●

●　　　　　●　　　　　●

o　　　　　　．　　　　　　o

O　　　　　　O　　　　　　o

・　　　　　　　o　　　　　　　夢

5・55・42。31

十　2・2÷

十　十　十

十　　・　・

十・2十　　・　十

十。2！・2　・　　。

十　　・　・　。

十　　。　・　・

　・　÷　　・　。

。　十

十　十

・　1・2

・　十。2

・　÷

・　十

　出現一園の種AuBerdem　le　ein鵜al　in　Aufnahlne　Nr．1：君9‘‘∠麟z‘〃’α滞6〃∫6　var．わ。’孤Z8スギナ　十，

D忽∫‘α痒α窃。伽5C8η∫アキメヒシバ÷，ル’帽”αノ｝躍砿θ∫C6ノ～∫var．ブ畷）01Z詫α∫てノ！ガ凄∫シソ十，3∫69召∫加‘屠α

g♂α∂耀30θπ5コメナモミ十，Ro’ψ汐αご∫Zαノz4∫cαスカシタゴボウ，三n　2：＆ノ．z80’o切’Zg切’～∫ノボロギク十，　in

3：Co訟♂α6’＝y〃zα一ノ。わ∫ジュズダマ2・2，及46〃∫弄‘o／z40∫αアメリカセンダングサ1・2，　G4yご〃z8∫（卿ツルマメ

1・2，α姻磁∠αブ妙ω漉αヤブガラシ1・2，Ec1Lカ～oぐ〃。α‘ηf∫一9とzZZf　var．繊κ臨αイヌビエ十，in　4：Aア8〃κ砺α磁

。房η02・2，in　5：08’zo晒01uρα1’η・卯。πzアレチマツヨイグサ牽，孟η．ψ海6αノ♪α6α‘βケα砂6ノ’〃～αヤブマメ十，

in　6：Cαら，∫’¢9∠α1L8481’αc8αコヒルが自己，　Hα‘頗‘），ノz∫αご。π加西αドクダミ2・2，　Ro∫α7πμあヴZoノ”αノイバラ

十，流4漉。∫αメ）1月。α‘η’う8／z5　varJo鷹απ〃Lαキツネノマゴ1。2，　Rこ‘〃昭」じぐ07zgZo〃～81qα‘μ∫アレチギシギシ，　V競5

ノ物φZ如var．　Zo∂α如エビヅル十，　Pα5ραZ～〃π’1L～．‘〃う6／19∬スズメノヒエ3・4，
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ズマネザサーススキ群集）の構成種が混生しアズマネザサーススキ群集へ遷移する。

群落g立地条住：ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落は，その構成種に群集を標野できる

種を欠き，カラスビシャクーニシキソウ群集と同じシロザクラスの構成種無も残存している二次

的進行遷移の中間相としての性格と耕作放棄後もその富養地，窒素分の多い土地のためヨモギク

ラス的性格とをもつ。

群落の保護と利用：いろいろな意図をもち休耕・放棄されているが，かっての生産緑地としての

耕作地であるため，その養分に富んだ土壌の積極的な環境形成のための利用がのぞまれる。

　　　　　　　　　　　　　20）カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　P三nellia　teズnata・Euphorbia　pseudocぬamaesyce・Assoziat圭on

　　　　　　　　　　（耕作畑地雑草群落・Acke澱nkm滋gesel玉scha£◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　Tabユ6，　Phoし9．

群落㊧形態：耕作畑1ま，千葉市内のほぼ全域にみられる。首都東京への近郊農園として，また千

葉県内への供給のため，千葉県特産の落花生，馬鈴暑の栽培など耕作畑は各所にみられる。利用

を目的とする作物以上に，そこに生育する雑草群落は，立地条件の差異に応じ，施肥，耕作，除

草など集約的な管理という人為的条件の細かなちがいに応じ，さらに季節的な変化に応じた相観

・種組成を形成している。耕作畑地雑草群落は，今回得られた資料から，出現種数が7～15種で，

羅欝 鱗1

Phot．8　畑耕f乍放棄後1～3年目のヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

Eア’∫gωwz　cω～α‘～〔三ノ～5∫5君’層‘gω圃。〃5～θ♪～α白℃刀∫臨Gesel玉schaft　auf　brachliegendem　Acker

　（nach　玉　b量s　3　Jahren）．
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一年生あるいは越年生草本植物のカヤツジグサ，クワクサ，メヒシバ，コニシキソウ，ザクロソ

ウなどが生育する。

群落の区分と分布；臼本各地の耕作畑地雑草群落は1看宜物社会学的にMiyawaki（1969）によって

全国的にまとめられている。一年生あるいは越年生の草本植物により区分される耕作畑地雑草群

落は，シロザクラスにまとめられており，北海道のナギナタコウジューハチジョウナ群集，九州

を中心とするコミカンソウーウリクサ群集に対応して，千葉市を含む本州，四国はカラスビシャ

ク一問シキソウ群集が生育する。

　今回得られた7地点の資料は，カヤツリグサ，クワクサ，メヒシバ，コニシキソウ，ザクロソ

ウ，スベリヒユ，カラスビシャクが生育しており，これらの種類はカラスビシャクーニシキソウ

群集およびその上級単位の標宮座および区分種である。

　ヵラスビシャクーニシキソウ群集は，タカサブロウとトキンソウを区分種とするトキンソゥ璽

群集とハルノノゲシ，エノキグサを区分種とするハルノノゲシ亜群集とに下位区分される。

　植物批会学的位置

　　Cypero－Mollugion　strictae　Miyawaki1969

　　カヤツジグサーザクロソウ群団

　　Commelinetalia　co拠munis　Miyawaki1969

　　ツユクサオーター

　　Chenopodietea　Br．一BL1951

　　シロザクフス

群灘熱華移：耕作畑地雑草群落は，植生の高さが10～30cmと短茎の草本植物群落である。春季

に作物を収穫した秋季相，放棄後1～2年目にはムカシヨモギ属E痒9θ1・碑の植物が高さ1～2

mで優辞するオオアレチノギクーヒメムカシヨモギ群落，あるいは富養地で湿潤な立地ではセイ

タカアワダチソウが一面に生育する群落を形成する。

群落斜文地貸登：耕作畑地として利用されている立地の潜在自然植生は，シラカシ群集，イノデ

ータブ群集，ヤブコウジースダジイ群集など常緑広葉樹林（ヤブツバキクラス域林）である。

耕作畑地は，たえず耕作，除草，収穫など表層土の撹舌しが行なわれるために木本焼物が生育でき

ず発芽から結実まで短期間に生活環を完了できる一年生草本植物，越年生草本植物が生育する。

都市の中の農地の果すこれからの環境保全も含めた多様な機能を正しく理解して，優良な農耕地

の現状の利用を主とした生産隔地としての保全がのぞまれる。

群落の保護と利用；耕作畑は，過湿地ではなくむしろ男憎からやや乾燥した立地になっている。

そのため，アカマツ・クロマツ植林と同様に最も安易に宅地等に転化される。しかしカラスビシ

ャクーニシキソウ群集の生育地は長い闘耕作が行なわれ十分な養分を含む表層土をもつため，生

産緑地として現状利胴または今後ますます必要とされる縁の環境創造への積極的利用が期待され

る。
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　　　Tab．16　Pinellia　ternata－Euphor1）ia　pseudochamaesyce－
　　　　　　　Assoziation（Ackerunkrautgesellschaft）

　　　　　　　　カラスビシャクーニシキソウ群集（耕作1畑地芽專監草群落）

N「・d・Aufnahme：

@　　　　　　　…1234567

A・t・n・ah1・　　　　　　　　　　　　　i1515710！213・3
Kenn－u．　Trenn段rten　d．　Ass．　und　der

h6hererl　Einheiten＝

　q＞少61¶己‘∫〃掠6／80力吻ガα

　姦オα‘αημZO∫α

　D’9”α1’1α厩5ご8／z4θノ．～5

　Eぼψん。ノうどα5～ψ∫πα

　ム4bZZz’go汐8／z孟妙1LメZα

　1）0プ‘Z‘ZαCαoZθノrαα～α

　Pどπθz〃α彦θη～α‘α

Trennarten　d．　Sub役ss．：

　E6Zψ’α少1ro∫彦ア’鉱α

　Cθノ彦ψθ磁規貌∫〃α

Tyennarten　d．　Subass，；

　30／zolzz‘∫oZ6プααノκ5

　丑6αち少1Lαα～‘36ノ’αZf5

Begleiter：

　Egκぽ勲〃厚α7’ηθノz58　var．ろ0ノでαZ8

　E1’恕初’oπcαπ厩βπ∫∫5

　A〃呂α”απ彦んτ‘5ρα孟～4zμ5

　丑η〃Z♂カZα1一∫α‘ん∫ノ忽O

　C砂6’晩μ∫乞プガα

　Ec1珈0躍。α6η．‘∫一9αZμvar．　Cαz’磁’α

糧獅轡1蒋．．＋＋．、

亜群集区分種

　　タカサブロウ　　　i十　牽　　　◎　●　。　’

　　i・キンソウ　　　　　i十　十　　　・　…

三1慣洋集区分種

　　ハルノノゲシ　　　　　。　・　・1十　十　十　十i
　　エ・キグサ　　…　i・料・2＋…

スギナ

ヒメムカシヨモギ

ホソアオゲイトウ

ァズマネザサ

コゴメガヤツリ

イヌビェ

十÷・2。　・　。
■

十

〇

o

o　　　　　・　　　　　・

●　　　　　o　　　　　o

・十。2。

o　　　　　．　　　　　．

●

十

〇

o

●　　　　　o　　　　　o　　　　　●　　　　　o

÷

十

●

÷

十

十

■

十

●

o

十

÷

　出現一回の種：AuBerdem　je　einmal　in　Aufnahme　Nr．！：E1一∫9醐01～α7〃zτ‘z‘∫ヒメジョオン十，E1‘忽8ア舗。π

1）雇Z醜砂1L∫α‘∫ハルジオン十，　D恕露α万α窃0如梶8／Z∫アキメヒシバ十，万∫〃～ゐが5竣y々5規”α‘濯αヒデリコ÷，

in　2：0灘α♂∫5　co々zぬ‘Zα‘αカタバミ十，　Lα6‘’‘‘αノ〃4f6αvar．　Zαo加ガα頗アキノノゲシ十，　Ro1ψρα∫〃41‘α

イヌガラシ十，Rz‘〃’8灘α‘7認。∫〃‘3ヒメスイバナ十，　V’cfα1爵説‘’αスズメノエンドウ十，　Bo読が。功819〃’z〃ノ’．

‘8138ZZz〃μハナイバナ十，＆〃α’・如α♂5〃～6　var．」‘～κ♂κZα‘αノミノフスマ十in　3：遅64yo廊4堀．びαフタバ

ムグラ　十，in　4：58’α”～α卿ゐ8ノ噂～アキノエノコログサ十，　Dめ∫‘・oノ・8α♂oたωη　トコロ1・2．

　　　　　　　　　21）ミゾソバ群集よびおオオクサキビーヤナギタデ群集

　　Polygonet猛mもhuR知erg三i　und　Panico－Polygonetuln　hydropipedt互s

　　（タウ⊇ギクラスB滅en£etea）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．17

一鑑落璽形態：休耕圧1や放棄水田に生育する湿生地夏季一年生の好窒素生草本植物群落。出現種数

は7種前後と単調でミゾソバ，ケイヌビェ，コブナグサ，アキノウナギツカミなど30cm内外の
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草本植物を主な構成種とする植被率の高い単層群落。

群落の区分と分布．：今回の調査資料から，ミゾソバ，ケイヌビエ，タウコギを標徴種および区分

種とするミゾソバ群集とヤナギタデ，アキノウナギツカミ，アメリカセンダングサを標三種およ

び区分種とするオオクサキビーヤナギタデ群集とが認められた。　ミゾソバ群集はLohmeyer　et

Miyawaki（！962），オオクサキビーヤナギタデ群集一は，　Miyawak量et　Okuda　19721こより多摩川・

利根川の河辺植生として報告されており，その後ヤブッバキクラス域の放棄水田，休耕田で生育

がみとめられている。

　植物社会学的．位置

　　Pa獄ico－Bidention　frondosae　M量yawakietOkuda1972

　　オオクサキビーアメリカセンダングサ群団

　　Bidentetalia　tripartitae　Br．一BLetRTx．1943

　　タウコギオ・一ダ’一

　　Bidentetea　tripartitae　R．Tx．，Lohm．etPreising！950

　　タウコギクラス

　Tab．！7　Polygonetum　thunbergii（∬）und　Panico－Polygonetum
　　　　　　hydropiper量tis（1），（Bidentetea）

　　　　　　ミゾソバ群集（1）およびオオクサキビーヤナギタデ群集α）　（タウコギクラス）

　　　　　　内燃一　　購惚1
　　　　　　堕ttle「e　A「tenzahl一＿＿＿．　鞠騰　　L先＿＿L…
麩・・一dT・e一・・・…Ass・・・・・…（D…　集聯お・び・・頒」＿涯
　PO4ygOπz〃ノ3疏τ6πう813廊

Eご1珈0‘1zZOα62・z‘5－9αZ〃var．σαμ4αオα

　捌4θ2z∫孟アψαプ魏α

薮enn．　und　Trennarten　d．　Assozi盆tion（豆》：

　％4ygo剛〃π妙41η少ψθプ

　Pb乏ygOノ沼〃35∫8ろoZ♂♂∫

　窺48／z5プ〉ηη40∫6エ

Begleiter：

　A冗んア’αζτoη1ガψf4z‘∫

　PIL7「α9〃漉85‘o〃η7凄z〃z∫∫

　0θノ～απ渉1昭ノατ柳zガ。α

　乃ψ1Lα01層’θπ如Z歪∫

　彫πoう∫オ〃πρツノγ1‘1zo♂妙1Lτ〃〃．

　3cf砂μ5∫翫τ如躍ガ5

　PO砂90／Z〃πZOπ9ガ∫8砺〃’

　q沙θ1マ‘∫5απ9zめzoZθノぬ‘∫

　C伽oρo♂∫z〃〃・61Lf／zθη56　var．ρα1’η耀・η〃ノ～

　Eノ僧∫961幽。πcαπα481～∫～5

　　ミゾソバ

　　ケイヌビェ

　　タウコギ

群集標一種および区分極

　　ヤナギタデ

　　アキノウナギツカミ

　アメリカセンダングサ

随葎種

　　コブナグサ

　　ヨシ

　　セリ

　　コガマ

　　アカバナ

　　ウキヤガラ

　　イヌタテ

　　カワラスガナ

　　　　　ず　　クルマバナ

　　ヒメムカシヨモギ
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群落璽遷移：！～2年前まで水1］三iとして耕作し利用され，ウリカワーコナギ群集（春季相：ノミ

ノフスマーケキツネノボタン群集）が生育していた。ミゾソバ群集やオナクサキビーヤナギタデ

群集は，放棄・放置して数年でヨシの群落，流水域周辺ではウキヤガラーマコモ群集が生育する。

群落㊧文地灸性：毎年稲作地として耕作，除草，刈り取り等がくり返されることによって持続し

てきた水田雑草群落でも放置して1～2年で地下水位が高く，夏季も水位が保たれる粘質泥土上

でミゾソバ群集が生育する。盛夏時には干上ってしまう継砂を含む泥土ではオオクサキビーヤナ

ギタデ群集が生育する。ミゾソバ群集とオオクサキビーヤナギタデ群集は，耕作が行なわれてい

た頃の施肥とその後引園からの養分の流入により窒素分が多い立地に生育している。

群落の保護と利用：現在爾一的に盛土や埋たてによって作られている幹線路や宅地造成予定域に

あって，建設が進められかつての水田，畑，植林，二次林などが何年か放置されている例も少な

くない。ミゾソバ群集が生育する立地を幹線路や宅地化にあたっては，地下水位の高い湿潤地で

ある点を考慮して，排水の問題，ノリ面緑化，環境保全緑地や保全林を形成する際はその適性種

の選定など特別に留意しておかなければならない点が多い。

　22）ウリカワー誕ナギ群集およびノミノフスマーケキツネノボタン群集

　　Sagiもtario・Monochoriet縫m　und　Sもellar三〇一Ranunc疑let疑m

　　　cantoRie蕪sis（水田雑草群落　Reisfeld－Unkrautgellschaf£en）

避整a形態：稲作が行なわれている水田耕作地は，人闘の特殊な影響下で2つの群落で代表され

る植生がみられる。イネの播種から田植え，結実の期闘をイネとともに生育する好窒素生の水生

植物群落で，コナギ，タマガヤツリ，アブノメ，ウリカワなど夏季一年生草本植物を主な構成種

としている。さらに秋に水を落してから翌春たがやされるまでの間に生育する好窒素生の湿生植

物群落がある。高さ20～30cmでノミノフスマ，キツネアザミ，スズメノテッポウ，ハハコグサ，

タネツケバナなど春季一年生草本植物を主な構成種とする。

群落の区分と分布：イネの生育期間に生育する夏：季水田雑草群落は，Miyawaki（1960）によっ

て，ウリカワ，アギナシ，オオアブノメ，スブタ，イボクサ，ミズオオバコ，アブノメ，コナギ

を標三種および区分種として本州，四国および九州がウリカワーコナギ群集にまとめられている。

さらに春季水田雑草群落は，乾田は季観はレンゲが一面に咲くのによっても特徴づけられている

が，ケキツネノボタン，ノミノフスマ，セリを標徴種および区分種とするノミノフスマーケキツ

ネノボタン群集が最も一般的に生育する。

　植物社会学的泣置

　　Sagittario－Monochorietum　Miyawaki1960

　　　0ryzo－Echinochloion　oryzoidis　Bo16setMasclans1955

　　　イネーイヌビ一群圃

　　　CyPero”Echinochloetalia　oryzoidis　Bo16setMasclans！955

　　　タマガヤツリーイヌビエオーダー
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懸難難

　Phot。9　台地上には耕作畑地が広くみられる（カラスビシャクーニシキソウ群集）。

Ackernutzungsflache　au壬dem　Plateau，　wo　im　Sommer　die　Phelhaternata．Euphorbia

　　pseudochamaesyce　Assoziation　entwickeltist．

　　　Oryzetea　sativae　Miyawald1960

　　　イ不クラス

　　Stellario－Ranunculetum　cantoniensis　MiyawakietOkuda！972

　　　Alopecurion　amurensis　MiyawakietOkuda1972

　　　スズメノテッポウ群鰯

　　　Bidente亀alia　tripartitae　Br．一BLetR。Tx．1943

　　　タウコギクラス

　　　B玉den£etea　tripartitae　RTxりLohm。etPreising1950

　　　タウコギクラス

群落の遷移；耕作し利用することによって冬春季のノミノフスマーケキツネノボタン群集と夏季

のイネ栽培期間中のウリカワーコナギ群集が一年をサイクルとして交互に生育する。耕作をやめ

ると前記のミゾソバ群集，オオクサキビーヤナギタデ群集へ遷移する。

群落の立地条件：水田は，毎年4～6月にたがやして水をはるという特殊な立地である。田植後

の3～4ケ月はたえず5～10cmの深さに水をたたえ，さらに窒素系の肥料を中心に多くの肥料

がたえまなくあたえられている耕地である。秋に水をおとしてからは翌春の耕作まで放置される
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湿生地てある。この期間4罪する雑幌1落は，乾田と湿瞬との水分条！’｝によっても異いがある。

　C　その他　Sons重ige

　23）緑の植栽（屋敷林）の多い住宅地／住宅地，工場地および裸地／造成地および埋立て地

　千葉市は，首都菓京の衛星都市として，また千葉県の中心都市として新たな産業の進出，人口

の増加なと急速な発展を轟けている。几戸街道筋の響くからのf｝宅地，中心の塗擦地をかこむ旧

市内の住宅地や台地上の旧来からの屋敷は，稲毛てクロマツ，トヘラなと，蕪蒸，六通，誉田て

ケヤキ，ソラカ／などを中心とする構木の植裁か多く石なわれている。一方，千菓駅萌をはじめ

とする市街地，工易群かたらならぶ臨梅紳立て地は，都市・難業の弓享枢という蒸熱もあり，樹林

櫨栽は少ない。新たに設けられた団地・新興臼宅地は，整地作業など隔地の大巾な改変を行なっ

たこともあり，ヒマラヤスギ，カイスカイフキ，キョウチクトウに代表される画一的な緑化が行な

われているのが現状である。新たな造成地・坤、レて地は暴ε存植生としては，面繋の住熱地，工場

地と同じ無縫生である。しかし，嚢底砂，山出しの土砂などの利用による造成地や埋5レて地は，有

機質に冨む土壌を全く欠いているため，わすかに生育する雑草群落さえもホコカタアカザなどの

Phot。！0千城台方面を望む。大挑模な宅地造成は広い肉積の典襲植生域を生んでいる。

　　　Voge封chau　vom　Bahnhof　Tuga　bb　Chβh、r（）ddl　Dle　groBraumlge　Baustelle　der　neuen

　　　Wohnungssledlunge職verwande｝t（he　von　gruner　Vegetauon　bedeしkte　Landscha良ln　eme

　　　Vegetat10nSloSe　FlaChe
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塩沼地植物が生育したりしてたえず変動をつづけている不安定な初期先駆植生相を形成している。

　これらの凡例で示された地域は，千葉市では，耕作畑地や水田耕作地とともに広い面積を占め

ている。今後の都市およびその周辺の生活，生存環境を考える場合，これらの地域の健全な環境

を保証するものとして積極的にみどりを復元または創造が必要になってきている。

2．　潜在自然植生図

　　K：arte　der　potentieU　na機rlicheR　VegeもatioR

　　　　　　　　　　　（績盆ノミ　1　：25　000）

　現存植生区iは，千葉市の緑の自然環境の現状診断図ともいえる。千葉市など都市・文化景観域

にあっては，その大部分が税在では代償植生で占められており，千葉市の環境保全・環境倉ll造を

進めるとき，現存植生図で示される現状診断図だけでば不十分である。

　潜在自然植生図は，その立地が支え得る終局群落の呉体的な配分図であり，植生の側からの総

合的立地診断図である。これからの本格的な緑の環境保全・環境創造にあたっては，潜在自然植

生図で示される植生の側からの立地診断・自然診断が許容する範囲内で樹種の選択，植え方の配

列などについて決められなければならない。

　　　　　　　　　　　　1）海岸砂丘植物群落D茸neR－Vegetatio鼓

　ハマグルマーコウボウムギ群集Wedelio・Caricetu恥kobomugi，ハマゲルマー

ケカモノハシ群集Wedelio・lschae猟etum段n樋ePhoro滅es，ハマグルマーオ

ニシバ群集Wedelio　prostra捻e・Zoysiet穫m瓶acrostachyae，ギョウギ
シバ群落（妙πodoπdαcf〃Zoπ・Gese1蓋schaft　およびチガヤーテリハノイバラ群落加ρθrαfα

oμε屈rεcαvar，ん。θπε9εε・1～05αωεc1昭rαεαηα一GeseHschaft

　千葉市の海岸線の大部分は，幕張海岸，稲毛海岸，川崎町，八幡淳圧岸や五井海図と続く臨海ナ1巨

立て地で占められている。比較的新らしい埋立て地や東京湾に面した最前線はたえず砂の移動が

あり，塩風，海水のしぶき，強い直射光，乾燥など，植物の生育にとってきびしく，極端な環境

条件となっている。このような立地条件下では大形の本本植物群落の生育がむずかしく，海岸の

砂丘に本来の生育地をもつ植物群落が潜在自然補生となる。

　砂に深く根をはるハマグルマ，発達した地下茎をもつコウボウムギ，ハマヒルガオなど不安定

できびしい立地条件でも生育できる植物からなる砂丘植物群落は，汀線から内陸に向かって立地

条件の細かい変化に応じ帯状に群落が配列されている。埋立て地にあっては，砂丘植物群落が，

埋立てという人為的要因も大きく働いて，継かく入り組んだ形となるのが潜在自然植生として考

えられる。この点も考慮に入れて以下に述べられる各砂丘植物群落は，潜在自然植生図での凡例

として一つにまとめられた。
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　　　　　　　　　　　Fig．16　潜在自然植生群落配分模式

　　　Schematische　Darstellung　der　potentiell　nat叢rlichen　Vegetation

イノデータブ群集P・1yst1chQ－Machiletum　thunbe・gh
コムラサキーハソノキ群落　CαZZ∫ごα1プ〉α4’cんo’o〃zα．．4♂ノ3z45ゴ妙oπガcα一Gesellschaft

ヤブコウジースダジイ群集Afdisio．Castallopsietum　sieboldii

シラカシ群集　Quercetum　myrsinaefoliae
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　汀線に最も近いところには，波によって打ちあげられた海藻や生物の死骸など，有機物の多い

窒素分に寓む立地となっている。ここには多肉質のオカヒジキやホソバノハマアカザなどを構成

種とするオカヒジキ群落が生育する。千葉甫において，オカヒジキ群落がかつて汀線に平行して

多くみられたが，現在は海岸線が埋立てられたことによって皆無に近い。実際に海岸砂丘最前線

には，はげしい飛砂に対して，強い根系を維持することによって砂をとめるコウボウムギ，ハマ

ヒルガオ，ハマグルマなどが生育するハマグルマーコウボウムギ群集が潜在自然植生となる。さ

らに安定してくるとケカモノハシが株状に生育するハマグルマーケカモノハシ群集となる。ハマ

グルマーケカモノハシ群集の後背砂丘にはハマグルマーオニシバ群集がハマニガナ，オニシバ，

ビ・一ドテンッキを構成種として生育する。ハマグルマーオニシバ群集は，テリハノイバラ，ハ

マゴウなどが侵入することによってチガヤーテリハノイバラ群落へ変わる。チガヤーテリハノイ

バラ群落は，埋立て地にあって，ギョウギシバ群落とともに広がる傾向にある。ギョウギシバ群

落はハマグルマーオニシバ群集の中で一時的1こ固くなったところにギョウギシバが優占するのが

本来の生育地であるが，埋立てが海底の砂を利用しているため，広い生育が潜在自然植生として

考察される。

　　　　　　　　　　　　　　　2）　マサキートベラ群集

　　　　　　　　　　　Euonymo・Pittospoyeも疑】〔睦もobirae

　現在幕張町の沖積台地の西側斜面には，マサキ，トベラ，ヤブニッケイ，ヤブツバキ，マルバ

グミなどが2～3mの低木群落を形成しているマサキートベラ群集がみられる。自然植生である

マサキートベラ群集には，ときに高木層としてクロマツが生育する。マサキートベラ群集は，こ

の地域に小爾積で生育するにとどまるが，稲毛海岸付近まで帯状に分布しており，東京湾に面し

た西側台地斜面の潜在自然植生でもある。また海岸埋立て地である稲毛や川崎町などでは，砂丘

植生の後背地にも汀線と平行して帯状にマサキートベラ群集が潜在自然植生と判定される。

　海岸埋立て地にあってはマサキ，トベラ，シャシャンボ，ピサカキ，マルバグミ，ツワブキな

どを主な構成種とした低木群落として創造・復元することによって，飛砂防止・防風など，より

内睦側の環境を保全する効果が期待できる。現在川崎町の一部でコウライシバの吹きつけやカィ

ズヵイブキが単木的に並べられている程度の植栽が試みられている。今後行政関係からの積極的

働きかけによって潜在自然植生に応じた環境保全林・保全：緑地として多様な機能が期待される緑

地帯の形成がのぞまれる。

　　　　　　　　　　　　　　3）ヤブコウジースダジイ群集

　　　　　　　　　　　Ardisio－Castanopsie重犠照s隻eも。｝d三i

　千葉市の特色である厚いローム層に被われた洪積台地と沖積低地とが接する斜面には，ヤブコ

ウジースダジイ群集やスダジイの単木や断片的林分として残存生育するのがみられる。沖積地の

適湿な立地からやや湿潤な立地に生育するイノデータブ群集域がまず住宅地・畑地として破壊さ
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れつくしたのに対し，斜面に残る自然度の高い緑として比較的残されているのがヤブコウジース

ダジイ群集である。

　ヤブコウジースダジイ群集は，次に述べられるイノデータブ群集と比較してやや乾燥した土壌

の浅い砂岩質のところに多いが，沖積低地が都川や花見川などにそって延びているところでは，

南傾斜償1を中心・にP一ム層に厚く被われていても残存生育する。ヤブコウジースダジイ群集は，

同じ常緑広葉樹林であるシラカシ群集と比較して，より海からの影響を受けるような臨海域，東

京湾に面した蒔斜面から南耶蘇1に生育域をもつ。

懸

灘、

．肝早E
㌔’

　　　　　P1ユot．　U　武石1町三代三E神社：（ヤブコウジースダジイ群集）

EinBestand　des　Ardisio，Castanopsietum　sieboldii　imdes　Tempelwald
von　Sandaio－jinla　（Takeishi－cho）．

　ヤブコウジースダジイ群集は，スダジイの優占する林分の中でも北限に生育する群落であり，

西日本にあっては，より立地条件のきびしいところで生育しており，群落構成種群が貧化してい

る。

　斜面のヤブコウジースダジイ群集は，同じ斜面でも斜面の肩や凸状斜面であるために裸地化す

ることによって斜礁崩壊の危険性が強いところである。台地上にあってはP一ム層が厚いにもか

かわらずシラカシ群集でなくヤブコウジースダジイ群集が生育するのは，東京湾から吹く風で代

表されるような臨海性立地であることが特微といえる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　4）　イノデータブ群集

　　　　　　　　　　Polysticho－Machiletum　thU曲ergii

　千葉市の沖積地で現在畑や住宅地となっているところの大都分の潜在轟然植生はイノデータブ

群集である。

　適湿からやや湿潤な立地に生育するイノデータブ群集は，現在破壊が著しく，千葉市内ではタ

ブノキ林としての残存林分があっても，イノデ，フウトウカズラ，イタビカズラ，ケヤキ，ムク

　　　　　　　　　　Phot．！2　長作町回神宮のイノデータブ群集

1）olys乞icho．Nl　a　c　h　i　l　e　tしI　ln　宅hunl）ergii　in17rempelwal（I　von三＞1三zujingu（Nagasaku－cho）．
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ノキ，ミズキなどタブノキ林を指標する種の生育する植生はほとんどみられなかった。しかし，

蘇我町，塩田田∫，浜野町，村田町にかけて，上木的にタブノキの生育が多くみられることからも

わかるように，イノデータブ群集を潜在自然植生とする地域は，現在水田やヨシの生育地をのぞ

いた大部分の沖積地を占めている。

　イノデータブ群集の植生域は，現在ほとんどが宅地化しており，イノデータブ群集域の緑の環

境保全は，周辺の植生域にまかされてきた傾向がある。しかし，緑の環境保全林・保全緑地が最

も必要とされ，その形成に回してもっとも適地であるこの群集域の新しい緑の環境保全林の創造

が本格的に考慮されるべきであろう。

　　　　　　　　　　　　　　5）　シラカシ群集，典型亜群集

　　　　　　　Q礒ercetu磁myrsinaefoliae，　Typ三sche　Su裂｝asふ

　マサキートベラ群集，イノデータブ群集，ヤブコウジースダジイ群集が東：京湾に面した沖積地

から洪積台地の西側斜面を中心とした海岸側の潜在自然植生であるのに試し，シラカシ群集を潜

在自然植生とする地域は，ローム層に被われた洪積台地を中心とする内陸側にみられる。

　シラカシ群集は，すでに多摩地方，神奈川県下各地，千葉県の一部の資料から広域的にモミ亜

群集，典型亜群集およびケヤキ亜群集が区分されている。

　モミ亜群集は洪積台地上でロームがほとんどなく母岩や砂層が露出しているようなところで，

ネジキ，アカマツ，アセビ，シャシャンボなどアカマツ群団の構成種が多く生育していることが

特徴とされる。しかし，千葉市内のシラカシ群集を潜在自然植生とする地域はローム層が2～6

mと厚く被っているためモミ亜群集がみとめられない。

　典型亜群集は，洪積台地上で現在の土地利用形態が畑およびアカマツ植林を中心にしてその潜

在自然植生域が考察される。高木層にシラカシが優占するシラカシ群集の典型亜群集は，同じシ

ラカシ群集のケヤキ亜群集と，ケヤキが高木層に生育せずムクノキ，エノキ，イヌワラビ・ミズ

ヒキ，ドクダミなどの湿潤な立地を指標する植物が生育しないことによって区分される。

　　　　　　　　　　　　　　6）　シラカシ群集ケヤキ亜群集

　　　Quercetum　Rlyrsin哉efo玉量ae，　S謎わass．　vo並Ze蓋kova　ser罫ata

　シラカシ群集ケヤキ亜群集を潜在自然植生とする地域の特徴的土地利用形態は，ケヤキの残存

木を多く生育させている古くからの屋敷，モウソウチク林，谷あいのスギ植林などがあげられる。

海岸側のイノデータブ群集と対応した内陸側のシラカシ群集のケヤキ亜群集は，イノデータブ群

集が住宅地としてほとんどが破壊され開発されつくしたのに対し，屋敷林やかきね，屋敷の裏11．i

斜面に比較的多く自然植生または自然植生に近い植生として残されている。これらの残存林分を

中心にシラカシ群集ケヤキ運群集域の環境保全林・保全緑地の創造・保全・管理が望まれる。
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　　　　　　　Phot、13富岡田］’金城寺のシラカシ群集ケや掴li群集。

Tempelwa互dKinjojim圭t　der　Subass．　von　ZelkQva　serrata　des　Quercetum

　myrsinaefoliae短Tomioka．cho．

　　　　　　　　　　　　　　　7）　クヌギーハンノキ群落

　　　　　　　　　　Q配θrcπ8　αc配ごεs8ε〃邑α郁践επ配sノαpoπε¢α輔Gesellschaft

　谷津田の低湿地でも泥炭層の堆積がない立地が，線状または帯状にみられる。現在はクヌギ，

スギの植林が行われていることが多く，やや欝欝化するとエノキ，ムクノキ，ケヤキなどが高木

層に多く生育するのもみられる。林床は湿潤な：立地を指標するスゲ属Cα紹謬の種群をほとんど

欠き冠水することは少ない。このような立地が，コムラサキーハンノキ群落域であり沖積低地と

常緑広葉樹林の接点付近にみられる。この地域は水田その他としてもっとも古くから利用された

立地で，現在自然植生の残存林分はみられない。周様な他の地域の植生調査結果と比較・考察し

てすでに関東各地（宮脇他ユ968他）で報告があるクヌギーハンノキ群落としてまとめられる。

　　　　　　　　　　　8）　ヨシ群落および隷ムラサキーハンノキ群落

　　Pんrασ纏’θSCO’πmμπεS－GeSel玉SCka£t　Und　CαZ泥Cα避PαdεCん0伽磁一痴ππSノαρ0πfCα・GeSe至玉SC装afも

　千葉市の沖積低地は広く水田または水田放棄地として土地利用が行なわれてきた。地下水位が

高く泥炭層の堆積もみられるこの低湿地は，放棄後数年にしてヨシ群落となる。さらに放置する

ことによってハンノキ林が生育する。したがって，沖積低地のヨシ群落およびコムラサキーハン

ノキ群落を潜在自然植生とする立地を宅地利用するには，排水や盛土が必要とされる。



68

　　　　　　　9）　ウキヤガラーマコモ群集，カサスゲ群集他（抽水植物群落）

　　Scirl》o　fluviatilis隔ZizaRiet“無latifoliae，　Caricet嚢m“is玉》alaもae

　　u．a．（Wasse叩flaRzengesel玉schafte装）

　現在沖積低地ぱ水田として広く土地利用が行なわれている。しかし水田と水田の間には水深が

1m以下で流水域が人工的に水路として直線的に延びている。流水のほとんどない低湿地はヨシ

群落やイボタノキーハソノキ群落が潜在自然植生とされるが，流水のあるところでは水深や流水

の速さに応じてカサスゲ群集やウキヤガラーマコモ群集などの抽水植物群落が潜在自然植生と判

定される。

　　　　　　　10）ヤナギ低木林，オギ群集，ギシギシ群落他（河辺植物群落）

　　SαZεκ一B旋sche，　Misca裁t熱e毛u凪　sacc装ariflori，　R配〃εεκノαPoπεcπs－Gesellscha£tu・a・

　　　（F玉登BaueR－Pf粟anzengesellschaf毛en）

　かつての海岸線の後背湿地は，現在盛土を行なっているが，海岸線に平行に水路を残している。

この水路周辺は砂質分に富む立地で増水時には冠水する。この立地の潜在自然植生はイヌコリヤ

ナギ群集などのヤナギ低木林と考えられる。海岸後背地で水路でもあったヤナギ林域は，盛二｛二に

よりきわめてせばめられている。

　さらに河辺は，増水時に定期的に冠水するという特異な立地条件となっている。上流ほど礫を

多く含み，下流では砂質の立地上に，定常時の水位との高さの差に応じて，また有機質の堆積の

差異等によって，オギ群集，ギシギシ群落などさまざまな群落がモザイク状に生育している。


